
 

 

 

 

第
だい

１期
き

作業
さぎょう

チーム
ち ー む

報告書
ほうこくしょ

に対
たい

する 

厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

からのコメント
こ め ん と
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１ 「 法
ほう

の理念
りねん

・ 目 的
もくてき

」部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

 

 ① 法
ほう

の理念
りねん

・ 目 的
もくてき

等
とう

について ・・・Ｐ１ 

 

 ② 国
くに

・地方
ちほう

自治体
じ ち た い

の義務
ぎ む

について ・・・Ｐ３ 

 

 

２ 「 障 害
しょうがい

の範囲
はんい

と 選 択
せんたく

と決 定
けってい

～ 障 害
しょうがい

の範囲
はんい

」部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

 

 ・・・Ｐ８ 

 

 

３ 「 障 害
しょうがい

の範囲
はんい

と選 択
せんたく

と 決 定
けってい

～選 択
せんたく

と 決 定
けってい

・相 談
そうだん

支援
しえん

プロセス
ぷ ろ せ す

（程度
ていど

区分
くぶん

）」 

  部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

 

 ① 相 談
そうだん

支援
しえん

について ・・・Ｐ１１ 

 

 ② 支 給
しきゅう

決 定
けってい

について ・・・Ｐ１５ 

 

 

４ 「施策
せさく

体 系
たいけい

～訪 問
ほうもん

系
けい

」部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

 

 ① パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

等
とう

について ・・・Ｐ１８ 

 

 ② 移動
いどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

について ・・・Ｐ２５ 

 

 

５ 「施策
せさく

体 系
たいけい

～ 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

と GH・CH、住
す

まい 方
かた

支援
しえん

」部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

 

 ・・・Ｐ２８ 

 

 

６ 「施策
せ さ く

体 系
たいけい

～地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の見直
みなお

しと自治体
じ ち た い

の役 割
やくわり

」部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

 

  報 告 書
ほうこくしょ

 ・・・Ｐ３２ 

 

 

７ 「 医 療
いりょう

」合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

 ・・・Ｐ３５ 



１ 

 

１ 「法
ほう

の理念
りねん

・目 的
もくてき

」部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

のうち、  

 ① 法
ほう

の理念
りねん

・目 的
もくてき

等
とう

について 
 

【総 論
そうろん

】 

第
だい

5 回
かい

部会
ぶかい

で 示
しめ

さ れ た

論 点
ろんてん

に 沿
そ

っ て 第
だい

5 回
かい

～

第
だい

7 回
かい

部会
ぶかい

で 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

が 示
しめ

し た 主
おも

な

留 意 点
りゅういてん

 

 

  ・ 法
ほう

の理念
りねん

・ 目 的
もくてき

・範囲
はんい

 

   （新
あたら

しい法 制
ほうせい

の理念
りねん

規定
きてい

や目 的
もくてき

規定
きてい

のあり方
かた

 

について） 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

では、障 害 者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

及
およ

び社 会
しゃかい

参加
さんか

支援
しえん

等
とう

のための施策
せ さ く

に 関
かん

する基本的
きほんてき

理念
りねん

を 定
さだ

め

る 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に の っ と る こ と を 謳
うた

っ て お り 、

基本的
きほんてき

理念
りねん

の 定
さだ

めを 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に 委
ゆだ

ねている。

（障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

には基本的
きほんてき

理念
りねん

に 関
かん

する規定
きてい

を

置
おき

いていない。） 
 

 

部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の 報 告
ほうこく

のポイント
ぽ い ん と

 

 

 

【法
ほう

の名 称
めいしょう

】 

障 害 者
しょうがいしゃ

の 社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

の 支援
しえん

を権利
けんり

と して 総 合 的
そうごうてき

に

保 障
ほしょう

する法 律
ほうりつ

 

【前 文
ぜんぶん

の必 要 性
ひつようせい

】 

前 文
ぜんぶん

でこの 法
ほう

の 精 神
せいしん

を 高
たか

らかに 謳
うた

うことが 改 革
かいかく

を

成 功
せいこう

させるためにも丌可欠
ふ か け つ

 

【新 法
しんぽう

の守備
しゅび

範囲
はんい

】 

従 来
じゅうらい

の 障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

の 分野
ぶんや

を 基本
きほん

と し な が ら も 、

教 育
きょういく

・司法
しほう

・ 労 働
ろうどう

等
とう

にも 横 断 的
おうだんてき

に 適 用
てきよう

できるよう

な法制度
ほうせいど

 

【見直
みなお

しの理念
りねん

のポイント
ぽ い ん と

を明記
めいき

する規定
きてい

】 

・法
ほう

の目 的
もくてき

 

・保護
ほ ご

の 対 象
たいしょう

から権利
けんり

の 主 体
しゅたい

への 転 換
てんかん

を 確 認
かくにん

する

理念
りねん

規定
きてい

 

・社 会
しゃかい

モデル
も で る

への転 換
てんかん

に関
かん

する理念
りねん

規定
きてい

 

・他
ほか

の者
もの

との平 等
びょうどう

の権利
けんり

の 保 障
ほしょう

 

・個別
こべつ

事 情
じじょう

に最
もっと

も相応
ふさわ

しい（合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

を尽
つ

くした）

支援
しえん

の保 障
ほしょう

 

・障 害 者
しょうがいしゃ

の 公 的
こうてき

支援
しえん

を請 求
せいきゅう

する権利
けんり

 



２ 

 

・地域
ちいき

で自立
じりつ

した生 活
せいかつ

を営
いとな

む基本的
きほんてき

権利
けんり

 

・支援
しえん

選 択 権
せんたくけん

の保 障
ほしょう

 

・情 報
じょうほう

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

請 求 権
せいきゅうけん

の保 障
ほしょう

 

・移動
いどう

の自由
じゆう

の保 障
ほしょう

の重 要 性
じゅうようせい

 

・就 労
しゅうろう

支援
しえん

の実 現
じつげん

の必 要 性
ひつようせい

の確 認
かくにん

 

・介護
かいご

保険
ほけん

との選 択 権
せんたくけん

保 障
ほしょう

 

・相 談
そうだん

支援
しえん

を受
う

ける権利
けんり

の保 障
ほしょう

 
 

厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の 主
おも

な

コメント
こ め ん と

 

 

 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮 称
かしょう

）の検 討
けんとう

に当
あ

たっては、

障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の 見直
みなお

し の 動 向
どうこう

や 、 児童
じどう

福祉
ふくし

や

高 齢 者
こうれいしゃ

福祉
ふくし

といった 他
ほか

の福祉
ふくし

法 制
ほうせい

との 整 合 性
せいごうせい

等
とう

も踏
ふ

まえて、その 目 的
もくてき

規定
きてい

や理念
りねん

規定
きてい

のあり 方
かた

等
とう

を

検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

があると考
かんが

えられます。 
 

○  給 付 法
きゅうふほう

で あ る 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に 代
か

わ る

障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

において、具体的
ぐたいてき

な権利
けんり

を規定
きてい

す

ることについては、日本
にほん

国
くに

憲 法
けんぽう

との関 係
かんけい

や既存
きぞん

の 法
ほう

体 系
たいけい

との整 合 性
せいごうせい

等
とう

を考 慮
こうりょ

した検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

と考
かんが

え

られます。 

児童
じどう

福祉
ふくし

や 高 齢 者
こうれいしゃ

福祉
ふくし

と いった 他
ほか

の 給 付 法
きゅうふほう

で

は、給 付
きゅうふ

種 類
しゅるい

、給 付
きゅうふ

の対 象
たいしょう

範囲
はんい

、給 付
きゅうふ

手 続
てつづき

等
とう

を主
おも

に 定
さだ

めていることも踏
ふ

まえ、障 害 者
しょうがいしゃ

のみ「権利法
けんりほう

」

とすることの是非
ぜ ひ

についても議論
ぎろん

が 必 要
ひつよう

と 考
かんが

えられ

ます。 
 

○ また、 国
くに

が 社 会
しゃかい

保 障
ほしょう

としていかなる施策
せ さ く

を 行
おこな

う

かについては、そのための 財 源
ざいげん

を確保
かくほ

する 必 要
ひつよう

があ

る 中
なか

で、 他
ほか

の福祉
ふくし

施策
せ さ く

及
およ

びその他
た

国
くに

全 体
ぜんたい

の 諸
しょ

施策
せ さ く

との間
あいだ

で均 衡
きんこう

を図
はか

りながら、実 現
じつげん

可能性
かのうせい

や国 民 的
こくみんてき

な合意
ごうい

の必 要 性
ひつようせい

等
とう

を踏
ふ

まえた検 討
けんとう

を経
た

て、そのあり

方
かた

を 決 定
けってい

するという 政 策 的
せいさくてき

な 判 断
はんだん

が 必 要
ひつよう

である

と考
かんが

えられます。 
 

 



３ 

 

１ 「法
ほう

の理念
りねん

・目 的
もくてき

」部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

のうち、 

 ② 国
くに

・地方
ちほう

自治体
じ ち た い

の義務
ぎ む

について 

 

【総 論
そうろん

】 

第
だい

5 回
かい

部会
ぶかい

で 示
しめ

さ れ た

論 点
ろんてん

に 沿
そ

っ て 第
だい

5 回
かい

～

第
だい

7 回
かい

部会
ぶかい

で 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

が 示
しめ

し た 主
おも

な

留 意 点
りゅういてん

 

  ・ 障 害 者
しょうがいしゃ

の福祉
ふくし

支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）提 供
ていきょう

にかかる 

国
くに

並
なら

びに地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

の役 割
やくわり

について 

【地方
ちほう

自治体
じ ち た い

の事務
じ む

等
とう

のあり方
かた

】 

○ 地方
ちほう

自治体
じ ち た い

の事務
じ む

のあり 方
かた

等
とう

については、閣議
かくぎ

決 定
けってい

された「地域
ちいき

主 権
しゅけん

戦 略
せんりゃく

大 綱
たいこう

」等
とう

も踏
ふ

まえ検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある。 

【財 源
ざいげん

について】 

○  障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

に 係
かかわ

る 給付費
きゅうふひ

は 、（ 中 略
ちゅうりゃく

）

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

においては、 必 要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

を

確保
かくほ

しながら、制度
せいど

を安 定 的
あんていてき

に運 営
うんえい

することができ

るよう、 訪 問
ほうもん

系
けい

も 含
ふく

めてサービス
さ ー び す

に 関
かん

する 国
くに

及
およ

び

都道府県
とどうふけん

の負担
ふたん

を義務的
ぎ む て き

なものとした。 

○ このように国
くに

の費用
ひよう

負担
ふたん

を義務化
ぎ む か

することで 財 源
ざいげん

の裏付
うらづ

けを 強 化
きょうか

する 一 方
いっぽう

、 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

に 係
かかわ

る 国
くに

と

地方
ちほう

自治体
じ ち た い

の 間
あいだ

の 一 定
いってい

の 役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

を 前 提
ぜんてい

に 限
かぎ

り

ある国費
こくひ

を公 平
こうへい

に配 分
はいぶん

するため、市 町 村
しちょうそん

に対
たい

する

精 算
せいさん

基 準
きじゅん

として国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

を定
さだ

めている。 

 

 

部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の 報 告
ほうこく

のポイント
ぽ い ん と

 

 

【 国
くに

の義務
ぎ む

】 

１ 国
くに

の法制度
ほうせいど

整備
せいび

・ 充 実
じゅうじつ

義務
ぎ む

 

２ 国
くに

のナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

保 障
ほしょう

義務
ぎ む

、地域間
ちいきかん

格差
かくさ

是正
ぜせい

義務
ぎ む

 

３ 国
くに

の財 政
ざいせい

支 出
ししゅつ

義務
ぎ む

 

４ 国
くに

の制度
せいど

の谷間
たにま

解 消
かいしょう

義務
ぎ む

 

５ 国
くに

の長 時 間
ちょうじかん

介護
かいご

等
とう

保 障
ほしょう

義務
ぎ む

 

【都道府県
とどうふけん

の義務
ぎ む

】 

１ 市 町 村
しちょうそん

が行
おこな

う障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

が十 分
じゅうぶん

に 保 障
ほしょう

される

よう、市 町 村
しちょうそん

に対
たい

する必 要
ひつよう

な助 言
じょげん

、情 報
じょうほう

の提 供
ていきょう

、 



４ 

 

  財 政
ざいせい

支援
しえん

その他
た

の援 助
えんじょ

を行
おこな

うこと。  

２ 市 町 村
しちょうそん

と連 携
れんけい

を図
はか

りつつ、必 要
ひつよう

な障 害 児 者
しょうがいじしゃ

支援
しえん

を総
そう

合
ごう

的
てき

に行
おこな

うこと。 

３ 障 害 者
しょうがいしゃ

に関
かん

する相 談
そうだん

及
およ

び 助 言
じょげん

のうち、専 門 的
せんもんてき

な知識
ちしき

及
およ

び技 術
ぎじゅつ

を必 要
ひつよう

とするものを重 点 的
じゅうてんてき

に実施
じっし

すること。 

４ 市 町 村
しちょうそん

と協 力
きょうりょく

して障 害 児 者
しょうがいじしゃ

の権利
けんり

の擁護
ようご

のた

めに必 要
ひつよう

な援 助
えんじょ

を行
おこな

うとともに、市 町 村
しちょうそん

が行
おこな

う

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

の権利
けんり

の擁護
ようご

のために必 要
ひつよう

な援 助
えんじょ

が適
てき

正
せい

かつ円 滑
えんかつ

に行
おこな

われるよう、市 町 村
しちょうそん

に対
たい

する必
ひつ

要
よう

な助 言
じょげん

、情 報
じょうほう

の提 供
ていきょう

その他
た

の 援 助
えんじょ

を行
おこな

うこと。 

５ コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

について支援
しえん

が丌 十 分
ふじゅうぶん

な

自治体
じ ち た い

に居 住
きょじゅう

する障 害 者
しょうがいしゃ

の社 会
しゃかい

生 活 上
せいかつじょう

の丌利益
ふ り え き

が生
しょう

じることのないよう、都道府県
とどうふけん

が直 接
ちょくせつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

を実施
じっし

することを含
ふく

めて責 任
せきにん

を負
お

うこと。 

【 市 町 村
しちょうそん

の義務
ぎ む

】 

１ 障 害 者
しょうがいしゃ

が 自
みずか

ら 選 択
せんたく

した場所
ばしょ

に 居 住
きょじゅう

し、 全 国
ぜんこく

ど

こにおいても 等
ひと

しく自立
じりつ

した 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

又
また

は 社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

を営
いとな

むことができるよう、当 該
とうがい

市 町 村
しちょうそん

の区域
くいき

における 障 害 者
しょうがいしゃ

の 生 活
せいかつ

の 実 態
じったい

を把握
はあく

した 上
うえ

で、

必 要
ひつよう

な支援
しえん

を実施
じっし

、保 障
ほしょう

する。 

２ 障 害 者
しょうがいしゃ

の支援
しえん

に 関
かん

し、 必 要
ひつよう

な 情 報
じょうほう

の 提 供
ていきょう

を行
おこな

い、 並
なら

びに相 談
そうだん

に 応
おう

じ、 必 要
ひつよう

な調 査
ちょうさ

及
およ

び 助 言
じょげん

を

行
おこな

い、 並
なら

びにこれらに付随
ふずい

する 業 務
ぎょうむ

を行
おこな

うこと。 

 

厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の 主
おも

な

コメント
こ め ん と

 

 

 

○ 国
くに

及
およ

び地方
ちほう

自治体
じ ち た い

の費用
ひよう

負担
ふたん

や事務
じ む

のあり 方
かた

につ

いては、閣議
かくぎ

決 定
けってい

されている「地域
ちいき

主 権
しゅけん

戦 略
せんりゃく

大 綱
たいこう

」

において「 住 民
じゅうみん

に身近
みぢか

な 行 政
ぎょうせい

はできる 限
かぎ

り地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

にゆだねることを基本
きほん

とし、基礎
き そ

自治体
じ ち た い

が

広
ひろ

く事務
じ む

事 業
じぎょう

を 担
にな

い、基礎
き そ

自治体
じ ち た い

が 担
にな

えない事務
じ む

事 業
じぎょう

は広 域
こういき

自治体
じ ち た い

が担
にな

い、国
くに

は、広 域
こういき

自治体
じ ち た い

が 担
にな

えない事務
じ む

事 業
じぎょう

を担
にな

うことにより、本 来
ほんらい

果
は

たすべ 



５ 

 

  き 役 割
やくわり

を 重 点 的
じゅうてんてき

に 担
にな

っていく」こと 等
とう

の 一 定
いってい

の

方 向 性
ほうこうせい

が示
しめ

されています。 

特
とく

に、近 年
きんねん

の福祉
ふくし

法 制
ほうせい

については、その実施
じっし

主 体
しゅたい

を 住 民
じゅうみん

に身近
みぢか

な 市 町 村
しちょうそん

としており、この 流
なが

れを踏
ふ

まえた検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 

 

○ 国
くに

の 財 政
ざいせい

支 出
ししゅつ

については、 財 源
ざいげん

に 制 約
せいやく

がある

中
なか

で、 他
ほか

の福祉
ふくし

施策
せ さ く

及
およ

びその他国
たこく

全 体
ぜんたい

の 諸
しょ

施策
せ さ く

と

の間
あいだ

で均
きん

衡
こう

を図
はか

りながら、実 現
じつげん

可能性
かのうせい

や 国 民 的
こくみんてき

な

合意
ごうい

の 必 要 性
ひつようせい

等
とう

を踏
ふ

まえた 検 討
けんとう

を経
へ

て、 国
くに

と地方
ちほう

自治体
じ ち た い

の役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

を踏
ふ

まえて、その配 分
はいぶん

を決 定
けってい

す

る と い う 政 策 的
せいさくてき

な 判 断
はんだん

が 要
い

る こ と に も 留 意
りゅうい

が

必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 
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【各 論
かくろん

】 

報 告
ほうこく

の該 当
がいとう

箇所
かしょ

 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の主
おも

なコメント
こ め ん と

 

【 市 町 村
しちょうそん

の 説 明
せつめい

責 任
せきにん

と

申 請
しんせい

妨 害
ぼうがい

に 対
たい

する制 裁
せいさい

】 

○市
し

町 村
ちょうそん

が 前 項
ぜんこう

の義務
ぎ む

に

違
い

反
はん

し、 障 害 者
しょうがいしゃ

の 申
しん

請
せい

権
けん

行
こう

使
し

を 妨
さまた

げ た 場合
ばあい

、

本 法
ほんぽう

施行
せこう

令
れい

の 定
さだ

めに 従
したが

い、 市 町
しちょう

村 長
そんちょう

個人
こじん

及
およ

び

妨 害
ぼうがい

行為者
こういしゃ

個人
こじん

は 検
けん

察
さつ

庁
ちょう

の 処 分
しょぶん

に 基
もと

づ き 過
か

料
りょう

の 制 裁
せいさい

に 服
ふく

する。 
 

○ 他
ほか

の福祉
ふくし

制度
せいど

に 同 様
どうよう

の規定
きてい

はないことや国家
こっか

賠 償 法
ばいしょうほう

等
とう

既存
き ぞ ん

の 法
ほう

制度
せいど

との 関 係 性
かんけいせい

から 適 当
てきとう

か

十 分
じゅうぶん

議論
ぎろん

することが必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 

 

【 事 業 所
じぎょうしょ

整備
せいび

義務
ぎ む

が 国
くに

・

地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

にあること】 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

は 本 来
ほんらい

、

国
くに

・ 地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

の

責 任
せきにん

で履行
りこう

されるもので

あり、事 業 所
じぎょうしょ

のない地域
ちいき

が生
しょう

じないよう、事 業 者
じぎょうしゃ

への 財 政
ざいせい

援 助
えんじょ

、 育 成
いくせい

を

含
ふく

めた、基盤
きばん

整備
せいび

義務
ぎ む

が

国
くに

、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

にある

ことをここに確 認
かくにん

する。 
 

○ 提 供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
か く ほ

については、事業者
じぎょうしゃ

の数
かず

や地方
ち ほ う

自治体
じ ち た い

の財政
ざいせい

状況
じょうきょう

等
とう

地域
ち い き

の状況
じょうきょう

に応
おう

じて、計画的
けいかくてき

に

整備
せ い び

を行
おこな

っていくことが必要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 

 

【参考
さんこう

】第
だい

６回
かい

部会
ぶ か い

で厚 労 省
こうろうしょう

が示
しめ

した留意点
りゅういてん

 

○ 障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

については、（中略
ちゅうりゃく

）都道府県
と ど う ふ け ん

及
およ

び

市町村
しちょうそん

に障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

の作成
さくせい

を義務付
ぎ む づ

け、当該
とうがい

計画
けいかく

に沿
そ

って、提 供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
か く ほ

が計画的
けいかくてき

に図
はか

られるよう

障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援法
し え ん ほ う

に規定
き て い

することとしたもの。 

【国 民
こくみん

への広 報
こうほう

、啓 蒙
けいもう

】 

○（ 略
りゃく

） 教 育
きょういく

・ 広 報
こうほう

等
とう

に

より、幅 広
はばひろ

い世論
せろん

の共 感
きょうかん

が得
え

られるよう、 努 力
どりょく

す

る義務
ぎ む

がある。 
 

○ 国 民
こくみん

の理解
りかい

を 深
ふか

めるための施策
せ さ く

を 講
こう

じる義務
ぎ む

は、既
すで

に障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に定
さだ

められているところで

あり、 同 法
どうほう

との 関 係
かんけい

を整理
せいり

する 必 要
ひつよう

があると考
かんが

えられます。 

【 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

分野
ぶんや

の 労 働 者
ろうどうしゃ

の 人 権
じんけん

保 障
ほしょう

の 必 要 性
ひつようせい

の

確 認
かくにん

】 

○  障 害
しょうがい

福祉
ふくし

分野
ぶんや

に 従 事
じゅうじ

す る 労 働 者
ろうどうしゃ

の 適 正
てきせい

な

労 働
ろうどう

条 件
じょうけん

に つ い て は 、 障 害 者
しょうがいしゃ

に 対
たい

す る 福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の 給 付 法
きゅうふほう

で あ る 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう
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○  （ 略
りゃく

） 障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の

事 業 所
じぎょうしょ

に 経 営
けいえい

努 力
どりょく

義務
ぎ む

があることが 前 提
ぜんてい

である

が、この 法 律
ほうりつ

は、 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

分野
ぶんや

の人件費
じんけんひ

が 適 正
てきせい

水 準
すいじゅん

を 下 回
したまわ

る こ と が

障 害 者
しょうがいしゃ

の 尊 厳
そんげん

ある 生 活
せいかつ

を受
う

ける権利
けんり

を 侵 害
しんがい

する

ことを 認
みと

め、そのような

事態
じたい

を 生
う

ま な い た め の

努 力
どりょく

義務
ぎ む

が国
くに

・地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

にあることを 確 認
かくにん

する。 
 

（仮 称
かしょう

）に規定
きてい

することが適 当
てきとう

か検 討
けんとう

することが

必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 
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２ 「 障 害
しょうがい

の範囲
はんい

と 選 択
せんたく

と 決 定
けってい

～ 障 害
しょうがい

の範囲
はんい

」部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

について 

 

【総 論
そうろん

】 

第
だい

5 回
かい

部会
ぶかい

で 示
しめ

さ れ た

論 点
ろんてん

に 沿
そ

っ て 第
だい

5 回
かい

～

第
だい

7 回
かい

部会
ぶかい

で 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

が 示
しめ

し た 主
おも

な

留 意 点
りゅういてん

 

  ・ 障 害
しょうがい

の範囲
はんい

 

   （法
ほう

の対 象
たいしょう

規定
きてい

及
およ

び手続
てつづ

き規定
きてい

のあり方
かた

につ 

いて） 

○  法 律
ほうりつ

に 基
もと

づ く 給 付
きゅうふ

対 象
たいしょう

に つ い て は 、 範囲
はんい

が

丌明確
ふめいかく

である場合
ばあい

、 実 際
じっさい

の 給 付
きゅうふ

の場面
ばめん

で、 対 象
たいしょう

が

特 定
とくてい

されない 恐
おそ

れがある 等
とう

の課題
かだい

がある。 大
おお

きな

地域
ちいき

格差
かくさ

が 生
しょう

じないようにするためにも 何
なん

らかの

基 準
きじゅん

等
とう

によりその範囲
はんい

が 明 確
めいかく

であることが必 要
ひつよう

。 

 

 

部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の 報 告
ほうこく

のポイント
ぽ い ん と

 

 

 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

を「 身 体 的
しんたいてき

または 精 神 的
せいしんてき

な機能
きのう

障 害
しょうがい

（慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

に伴
ともな

う機能
きのう

障 害
しょうがい

を 含
ふく

む）を有
ゆう

する

者
しゃ

と、これらの 者
しゃ

に 対
たい

する 環 境
かんきょう

に起因
きいん

する 障 壁
しょうへき

と

の間
あいだ

の相互
そうご

作用
さよう

により、日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

又
また

は社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

に

制 限
せいげん

を受
う

ける者
しゃ

をいう。」とする。 

 

厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の 主
おも

な

コメント
こ め ん と

 

 

 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

については、どのような機能
きのう

障 害
しょうがい

（種 類
しゅるい

、程度
ていど

、継 続
けいぞく

期間
きかん

など）であれば法 律
ほうりつ

に基
もと

づ

く給 付
きゅうふ

の対 象
たいしょう

となるのか、どのような日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

又
また

は 社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

の 制 限
せいげん

を受
う

けている場合
ばあい

に 対 象
たいしょう

となる

のか、 国 民
こくみん

にとって分
わ

かりやすく、 市 町 村
しちょうそん

で 全 国
ぜんこく

一 律
いちりつ

に 透 明
とうめい

で 公 平
こうへい

な手続
てつづ

きにより 判 断
はんだん

できるよう

にしていく必 要
ひつよう

があると考
かんが

えられます。 
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【各 論
かくろん

】 

報 告
ほうこく

の該 当
がいとう

箇所
かしょ

 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の主
おも

なコメント
こ め ん と

 

障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

について 

 ・障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

を「身
しん

体
たい

的
てき

ま た は 精 神 的
せいしんてき

な 機能
きのう

障 害
しょうがい

（ 慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

に 伴
ともな

う機能
きのう

障 害
しょうがい

を 含
ふく

む）を

有
ゆう

する 者
しゃ

と、これらの

者
しゃ

に 対
たい

する 環 境
かんきょう

に起因
きいん

する 障 壁
しょうへき

との 間
あいだ

の相互
そうご

作用
さよう

により、 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

又
また

は 社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

に 制 限
せいげん

を受
う

ける 者
しゃ

をいう。」と

する。 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

については、法 律
ほうりつ

に基
もと

づく給 付
きゅうふ

の対 象
たいしょう

となる人
ひと

が地域
ちいき

や認 定
にんてい

機関
きかん

によって大
おお

き

く 異
こと

なることにならないよう、 対 象
たいしょう

となる 人
ひと

を

全 国
ぜんこく

一 律
いちりつ

に 透 明
とうめい

で公 平
こうへい

な手続
てつづ

きにより判 断
はんだん

で

きる 基 準
きじゅん

や仕組
し く

みが 必 要
ひつよう

であると 考
かんが

えられま

す。 

 

○ 例
たと

えば、医学的
いがくてき

な疾 患
しっかん

概 念
がいねん

が確 立
かくりつ

していない

もの等
とう

（ 例
たと

えば、引
ひ

きこもり等
とう

）を対 象
たいしょう

とするの

か、するのであればどのような状 況
じょうきょう

の方
かた

であれば

対 象
たいしょう

にするのかといったことを 明 確
めいかく

にしていく

必 要
ひつよう

があると考
かんが

えられます。 

 

手続
てつづ

き規定
きてい

について 

 A 支援
しえん

の 必 要 性
ひつようせい

を 示
しめ

す

指 標
しひょう

 

  A１ 「機能
きのう

障 害
しょうがい

」を示
しめ

す客 観 的
きゃくかんてき

指 標
しひょう

（支援
しえん

の 必 要 性
ひつようせい

を 示
しめ

す 客
きゃく

観
かん

的
てき

側 面
そくめん

。障 害 者
しょうがいしゃ

手
て

帳
ちょう

、 医師
い し

の 診
しん

断
だん

書
しょ

・意見書
いけんしょ

、その他
た

の

専 門
せんもん

職
しょく

の意見
いけん

など） 

  A２ 本 人
ほんにん

の支援
しえん

申 請
しんせい

行為
こうい

（支援
しえん

の 必 要 性
ひつようせい

を示
しめ

す主 観 的
しゅかんてき

側 面
そくめん

） 

  A３ 環 境
かんきょう

による 障 壁
しょうへき

との相互
そうご

作用
さよう

により、

日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

または 社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

に 制 限
せいげん

を 受
う

けている事実
じじつ

の認 定
にんてい

 

○ 様 々
さまざま

な 専 門
せんもん

職
しょく

（国家
こっか

資格
しかく

でないものや 業 務
ぎょうむ

独 占
どくせん

でないものを含
ふく

む）による意見
いけん

や障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

団 体
だんたい

が 有
ゆう

す る 認 定
にんてい

基 準
きじゅん

に よ っ て 機能
きのう

障 害
しょうがい

を

認 定
にんてい

す る 案
あん

が 提
てい

示
じ

さ れ てい ます が、 妥当性
だとうせい

や

信 頼 性
しんらいせい

等
とう

が確保
かくほ

できるか 検 討
けんとう

が 必 要
ひつよう

であると

考
かんが

えられます。 

 

○ 手続
てつづ

きについては、広
ひろ

く国 民
こくみん

の理解
りかい

を得
え

られる

ようなものとするという 観 点
かんてん

から、全 国
ぜんこく

で格差
かくさ

な

く統 一 的
とういつてき

に行
おこな

える、透 明
とうめい

で公 平
こうへい

な認 定
にんてい

の手続
てつづ

き

となるよう 検 討
けんとう

していくことが 必 要
ひつよう

と 考
かんが

えられ

ます。 
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 B 支援
しえん

の相 当 性
そうとうせい

の確保
かくほ

 

   支援
しえん

の 必 要 性
ひつようせい

に 応
おう

じた 相 当
そうとう

な支援
しえん

計 画
けいかく

の策 定
さくてい

のための方 法
ほうほう

 

 

手 帳
てちょう

制度
せいど

について 

 ・  本 作 業
ほんさぎょう

チーム
ち ー む

で は

十 分
じゅうぶん

に議論
ぎろん

することが

できなかったが、 現 行
げんこう

の 手 帳
てちょう

制度
せいど

に つ い て

は、よりよいものとする

ために、その問 題 点
もんだいてん

や

具体的
ぐたいてき

改 善
かいぜん

策
さく

な ど を

議論
ぎろん

する場
ば

を別途
べっと

設
もう

け

た 上
うえ

で、議論
ぎろん

を尽
つ

くす

必 要
ひつよう

があるとの意見
いけん

が

出
だ

されている。 

 

○ 手 帳
てちょう

制度
せいど

のあり方
かた

については、現 在
げんざい

、様 々
さまざま

な

場面
ばめん

で利用
りよう

されていることも踏
ふ

まえ、 更
さら

に整理
せいり

・

検 討
けんとう

していくことが必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 
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３ 「 障 害
しょうがい

の範囲
は ん い

と 選 択
せんたく

と 決 定
けってい

～ 選 択
せんたく

と 決 定
けってい

・ 相 談
そうだん

支援
し え ん

プロセス
ぷ ろ せ す

（程度
て い ど

区分
く ぶ ん

）」部会
ぶ か い

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

のうち、 

① 相 談
そうだん

支援
しえん

について  

 

【総 論
そうろん

】 

第
だい

5 回
かい

部会
ぶかい

で 示
しめ

さ れ た

論 点
ろんてん

に 沿
そ

っ て 第
だい

5 回
かい

～

第
だい

7 回
かい

部会
ぶかい

で 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

が 示
しめ

し た 主
おも

な

留 意 点
りゅういてん

 

 

・ 自己
じ こ

決 定
けってい

支援
しえん

・相 談
そうだん

支援
しえん

 

（必 要
ひつよう

とされる自己
じ こ

決 定
けってい

支援
しえん

・ 相 談
そうだん

支援
しえん

のあ

り方
かた

について） 

○ 平 成
へいせい

２０年
ねん

１２月
がつ

に取
と

りまとめられた社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

障 害 者
しょうがいしゃ

部会
ぶかい

の報 告
ほうこく

においては、地域
ちいき

に

おける相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

強 化
きょうか

を図
はか

ることや、

ケ
け

ア
あ

マ
ま

ネ
ね

ジ
じ

メ
め

ン
ん

ト
と

のあり方
かた

として、サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

の作 成
さくせい

について、支 給
しきゅう

決定後
けっていご

ではなく支 給
しきゅう

決 定 前
けっていまえ

に作 成
さくせい

することとし、対 象 者
たいしょうしゃ

を原 則
げんそく

とし

てサービス
さ ー び す

を利用
りよう

するすべての障 害 者
しょうがいしゃ

に拡 大
かくだい

する

べきであるとされている。 

また、自己
じ こ

決 定
けってい

支援
しえん

やセルフマネジメント
せ る ふ ま ね じ め ん と

などの

視点
してん

が必 要
ひつよう

であるとされている。 

 

 

部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の 報 告
ほうこく

のポイント
ぽ い ん と

 

 

 

○ 地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー

及
およ

び広 域
こういき

専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーからなる「多層的
たそうてき

相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

」を提 案
ていあん

。 

 地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーは

当事者
とうじしゃ

の立場
たちば

に立
た

って支援
しえん

することから、 市 町 村
しちょうそん

行 政
ぎょうせい

やサービス
さ ー び す

事 業 所
じぎょうしょ

からの独 立 性
どくりつせい

が担
たん

保
ほ

される

必 要
ひつよう

がある。また、都道府県
とどうふけん

が指定
してい

するとともに、

財 源
ざいげん

は、国庫
こっこ

補助
ほじょ

事 業
じぎょう

として、出来高払
できだかばら

いではなく

人件費
じんけんひ

相 当
そうとう

の義務的
ぎ む て き

経費
けいひ

による。 

 

○  当事者
とうじしゃ

の 交 流
こうりゅう

や 相互
そうご

支援
しえん

を お こ な う

エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業
じぎょう

を提 案
ていあん

。 

  

○ 本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

（本 人
ほんにん

のニーズ
に ー ず

に基
もと

づく 
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  総 合 的
そうごうてき

な生 活
せいかつ

プラン
ぷ ら ん

）、サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

（ 法
ほう

が

求
もと

めるサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

）を分
わ

けて定義
ていぎ

。 

 

厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の 主
おも

な

コメント
こ め ん と

 

 

○  一 般 的
いっぱんてき

な 相 談
そうだん

支援
しえん

に 係
かかわ

る 財 源
ざいげん

は、 既
すで

に地方
ちほう

自治体
じ ち た い

が自
みずか

らの財 源
ざいげん

（地方税
ちほうぜい

＋地方
ちほう

交付税
こうふぜい

交付
こうふ

金
きん

）

で実施
じっし

すること（ 一 般
いっぱん

財源化
ざいげんか

）となっています。こ

の 財 源
ざいげん

の扱
あつか

いについては、「地域
ちいき

主 権
しゅけん

戦 略
せんりゃく

大 綱
たいこう

」

（ 平 成
へいせい

22 年
ねん

6 月
がつ

22 日
にち

 閣議
かくぎ

決 定
けってい

） 等
とう

で 示
しめ

された

地域
ちいき

主 権
しゅけん

の 流
なが

れ（補助
ほじょ

金
きん

の 一 般
いっぱん

財源化
ざいげんか

）を踏
ふ

まえ

た検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 

 ※ 地域
ちいき

主 権
しゅけん

戦 略
せんりゃく

大 綱
たいこう

（抄
しょう

） 

 地域
ちいき

のことは地域
ちいき

が決
き

める「地域
ちいき

主 権
しゅけん

」を確 立
かくりつ

す

るため、国
くに

から地方
ちほう

への「ひも付
つ

き補助
ほじょ

金
きん

」を廃止
はいし

し、基本的
きほんてき

に地方
ちほう

が自由
じゆう

に使
つか

える一 拢
いっかつ

交付
こうふ

金
きん

にす

る。 
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【各 論
かくろん

】 

報 告
ほうこく

の該 当
がいとう

箇所
かしょ

 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の主
おも

なコメント
こ め ん と

 

２．相 談
そうだん

支援
しえん

の機能
きのう

と体 制
たいせい

について 

（１）多層的
たそうてき

相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の整備
せいび

充 実
じゅうじつ

と各 相 談
かくそうだん

機関
きかん

の役 割
やくわり

と機能
きのう

 

（２）地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの規模
き ぼ

と役 割
やくわり

 

（３）総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの規模
き ぼ

と役 割
やくわり

 

 

○  地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー 及
およ

び 総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーについて、今後
こんご

、国庫
こっこ

補助
ほじょ

事 業
じぎょう

とするこ

とを 検 討
けんとう

するとのことですが、 一 般 的
いっぱんてき

な 相 談
そうだん

支援
しえん

に 係
かかわ

る 財 源
ざいげん

は、 既
すで

に地方
ちほう

自治体
じ ち た い

が 自
みずか

らの

財 源
ざいげん

（地方税
ちほうぜい

＋地方
ちほう

交付税
こうふぜい

交付
こうふ

金
きん

）で実施
じっし

するこ

と（一 般
いっぱん

財源化
ざいげんか

）となっています。この財 源
ざいげん

の扱
あつか

いについては、「地域
ちいき

主 権
しゅけん

戦 略
せんりゃく

大 綱
たいこう

」（平 成
へいせい

22

年
ねん

6月
がつ

22日
にち

 閣議
かくぎ

決 定
けってい

） 等
とう

で 示
しめ

された地域
ちいき

主 権
しゅけん

の流
なが

れ（補助
ほじょ

金
きん

の一 般
いっぱん

財源化
ざいげんか

）を踏
ふ

まえた検 討
けんとう

が

必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 
 

○ 相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の「財 源
ざいげん

は出来高払
できだかばら

いではなく、

人件費
じんけんひ

相 当
そうとう

の義務的
ぎ む て き

経費
けいひ

による」としていますが、

サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

作 成
さくせい

部分
ぶぶん

にかかる費用
ひよう

につい

ては、 計 画
けいかく

作 成 数
さくせいすう

に 応
おう

じて増
ふ

えるものであるた

め、 実 際
じっさい

に 要
よう

した費用
ひよう

に 対
たい

して公費
こうひ

を 支 出
ししゅつ

すべ

きとの考
かんが

え方
かた

から、実 際
じっさい

の業 務 量
ぎょうむりょう

に応
おう

じて支払
しはら

う出来高払
できだかばら

いの仕組
し く

みを残
のこ

すべきとの考
かんが

え 方
かた

もあ

り得
え

ると考
かんが

えられます。 
 

○ 今 般
こんぱん

の 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

改 正 法
かいせいほう

において、

サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計 画
けいかく

案
あん

の 作 成
さくせい

に 係
かかわ

る事業者
じぎょうしゃ

の

指定
してい

権 限
けんげん

は 一 番
いちばん

身近
みぢか

な自治体
じ ち た い

である市 町 村
しちょうそん

とな

っており、指定
してい

権 限
けんげん

をどうするのか 更
さら

に 検 討
けんとう

が

必 要
ひつよう

ではないかと考
かんが

えられます。 

また、報 告 書
ほうこくしょ

において、指定
してい

と委託
いたく

の用語
ようご

が 混
こん

乱
らん

しているので、 更
さら

に整理
せいり

が 必 要
ひつよう

と 考
かんが

えられま

す。 

 ※ 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

における整理
せいり

 

指定
してい

…一 定
いってい

の基 準
きじゅん

を満
み

たす（裁 量
さいりょう

無
む

し）者
しゃ

に

特 定
とくてい

の事務
じ む

を行
おこな

う権 限
けんげん

を認
みと

める行為
こうい

 

委託
いたく

…自
みずか

らの判 断
はんだん

で選
えら

んだ（裁 量
さいりょう

有
あ

り）者
しゃ

に
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本 来
ほんらい

自
みずか

らが行
おこな

う事務
じ む

を行
おこな

わせる行為
こうい

 
 

（５）地域
ちいき

における

エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

（Ｃ

-１-2）について 

 

○ エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

については、 障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

や

その家族
かぞく

だけでなく 相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

など 他
ほか

の

者
もの

も行
おこな

うことができるため、「エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

」と

「ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

」の 考
かんが

え 方
かた

の整理
せいり

や、 他
ほか

の 相 談
そうだん

支援
しえん

との 役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

等
とう

についての整理
せいり

が 必 要
ひつよう

で

あると考
かんが

えられます。 
 

○ 「新 成 長
しんせいちょう

戦 略
せんりゃく

実 現
じつげん

2011」（平 成
へいせい

23年
ねん

1月
がつ

25日
にち

 

閣議
かくぎ

決 定
けってい

）等
とう

で示
しめ

された規制
きせい

改 革
かいかく

の流
なが

れの中
なか

、

事 業
じぎょう

の実施
じっし

主 体
しゅたい

や実施
じっし

の 条 件
じょうけん

等
とう

を 制 限
せいげん

する

新
あら

たな 参 入
さんにゅう

規制
きせい

を 設
もう

ける場合
ばあい

には 非 常
ひじょう

に 厳
きび

し

い説 明
せつめい

責 任
せきにん

が課
か

せられます。 

ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

を 行
おこな

う 実施
じっし

主 体
しゅたい

に つ い て 、

「当事者
とうじしゃ

やその家族
かぞく

が過半数
かはんすう

を占
し

める 協 議 体
きょうぎたい

に

よって運 営
うんえい

される団 体
だんたい

」に限 定
げんてい

するという参 入
さんにゅう

規制
きせい

については、このような規制
きせい

の是非
ぜ ひ

や、より

規制
きせい

の度合
ど あ

いが低
ひく

い代 替
だいたい

措置
そ ち

の有無
う む

、現
うつつ

に多様
たよう

な

主 体
しゅたい

がピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

を実施
じっし

している 実 態
じったい

なども

踏
ふ

まえた検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 

※ 「新 成 長
しんせいちょう

戦 略
せんりゃく

実 現
じつげん

2011」（抄
しょう

） 

 規制
きせい

・制度
せいど

改 革
かいかく

については、新 成 長
しんせいちょう

戦 略
せんりゃく

を

推 進
すいしん

するための政 策
せいさく

ツール
つ ー る

として更
さら

に強 力
きょうりょく

に

推 進
すいしん

する。 
 

３．相 談
そうだん

支援
しえん

に 基
もと

づく本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

、サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

の 策 定
さくてい

に つ い

て 

○ 本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

とサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

との

関 係
かんけい

が分
わ

かりづらいと考
かんが

えます。もしこれらを分
わ

けて 考
かんが

えるとするならば、それぞれの 計 画
けいかく

の

具体的
ぐたいてき

内 容
ないよう

や作 成
さくせい

の仕方
しかた

、作成後
さくせいご

の 対 応
たいおう

などに

ついて、更
さら

に検 討
けんとう

が 必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 
 

 



１５ 

 

３ 「 障 害
しょうがい

の範囲
は ん い

と 選 択
せんたく

と 決 定
けってい

～ 選 択
せんたく

と 決 定
けってい

・ 相 談
そうだん

支援
し え ん

プロセス
ぷ ろ せ す

（程度
て い ど

区分
く ぶ ん

）」部会
ぶ か い

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

のうち、 

② 支 給
しきゅう

決 定
けってい

について  

 

【総 論
そうろん

】 

第
だい

5 回
かい

部会
ぶかい

で 示
しめ

さ れ た

論 点
ろんてん

に 沿
そ

っ て 第
だい

5 回
かい

～

第
だい

7 回
かい

部会
ぶかい

で 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

が 示
しめ

し た 主
おも

な

留 意 点
りゅういてん

 

 

 

 ・ 「選 択
せんたく

と決 定
けってい

」（支 給
しきゅう

決 定
けってい

）プロセス
ぷ ろ せ す

とツール
つ ー る

 

  （協 議
きょうぎ

・調 整
ちょうせい

による支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

や、

支 給
しきゅう

決 定
けってい

に当
あ

たって必 要
ひつよう

なツール
つ ー る

について） 

○ 制度
せいど

に係
かかわ

る費用
ひよう

を負担
ふたん

する国 民
こくみん

（納 税 者
のうぜいしゃ

）の理解
りかい

を得
え

るためにも、実 際
じっさい

に制度
せいど

を利用
りよう

する者
しゃ

の間
あいだ

にお

ける公 平 性
こうへいせい

と、支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

の透 明 性
とうめいせい

が確
かく

保
ほ

されていることが重 要
じゅうよう

であり、支 給
しきゅう

決 定
けってい

のプ
ぷ

ロ
ろ

セ
せ

ス
す

を検 討
けんとう

するに当
あ

たっては、このような公
こう

平
へい

性
せい

・透 明 性
とうめいせい

をどのような形
かたち

で担
たん

保
ほ

するのか、検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

である。 

  支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

の検 討
けんとう

に際
さい

しては、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

における障 害
しょうがい

行 政
ぎょうせい

の実 情
じつじょう

を踏
ふ

まえて検 討
けんとう

さ

れる必 要
ひつよう

がある。（全 国
ぜんこく

の市 町 村
しちょうそん

において円 滑
えんかつ

に

運 用
うんよう

できることが必 要
ひつよう

である。） 

 

 

部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の 報 告
ほうこく

のポイント
ぽ い ん と

 

 

 

○ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

にあたっては、本 人
ほんにん

（または本 人
ほんにん

及
およ

び

相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

）と行 政
ぎょうせい

の協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

を前 提
ぜんてい

と

する。 

（１）本 人
ほんにん

（または本 人
ほんにん

と相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

）が

サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

を策 定
さくてい

し、市 町 村
しちょうそん

に申 請
しんせい

する。 

（２）市 町 村
しちょうそん

は、ガイドライン
が い ど ら い ん

に基
もと

づいてニ
に

ー
ー

ズ
ず

ア
あ

セ
せ

ス
す

メ
め

ン
ん

ト
と

を行
おこな

う。（ガイドライン
が い ど ら い ん

のあり方
かた

について

は第二期
だ い に き

で詳 細
しょうさい

に検 討
けんとう

） 

（３）さらに個別
こべつ

ニーズ
に ー ず

に応
おう

じて、協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

により

支 給
しきゅう

決 定
けってい

を行
おこな

う。（なお、支 給
しきゅう

決 定
けってい

に関
かん

してのニ
に

ー
ー

ズ
ず

ア
あ

セ
せ

ス
す

メ
め

ン
ん

ト
と

のあり方
かた

や合議
ごうぎ

機関
きかん

のあり方
かた

につ

いては、第二期
だ い に き

で検 討
けんとう

） 

 



１６ 

 

厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の 主
おも

な

コメント
こ め ん と

 

 

○ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

の公 平 性
こうへいせい

・透 明 性
とうめいせい

をどのよ

うな形
かたち

で担
たん

保
ほ

するのか、基 準
きじゅん

（ガイドライン
が い ど ら い ん

）の

具体的
ぐたいてき

な内 容
ないよう

及
およ

び位置
い ち

づけなどについて、引
ひ

き続
つづ

き

検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 

  また、その際
さい

には、全 国
ぜんこく

の自治体
じ ち た い

で円 滑
えんかつ

に運 用
うんよう

で

きるよう、自治体
じ ち た い

の 実 情
じつじょう

や意見
いけん

を踏
ふ

まえた検 討
けんとう

が

必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 

 

 



１７ 

 

【各 論
かくろん

】 

報 告
ほうこく

の該 当
がいとう

箇所
かしょ

 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の主
おも

なコメント
こ め ん と

 

４．支給
しきゅう

決定
けってい

の仕組
し く

みについ

て 

 

○ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

の公 平 性
こうへいせい

・透 明 性
とうめいせい

をどの

ような形
かたち

で担
たん

保
ほ

するのか、基 準
きじゅん

（ガイドライン
が い ど ら い ん

）

の具体的
ぐたいてき

な内 容
ないよう

及
およ

び位置
い ち

づけなどについて、引
ひ

き

続
つづ

き検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 
 

○ 協 議
きょうぎ

・調 整
ちょうせい

とは、具体的
ぐたいてき

にどのような仕組
し く

みな

のか、更
さら

に検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 

  その 際
さい

、知的
ちてき

障 害
しょうがい

や 精 神
せいしん

障 害
しょうがい

などの 特 性
とくせい

に

応
おう

じた検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 
 

○ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

の 検 討
けんとう

に 際
さい

しては、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

における 障 害
しょうがい

行 政
ぎょうせい

の 実 情
じつじょう

を踏
ふ

まえる

必 要
ひつよう

があります。 

例
たと

えば、 行 政
ぎょうせい

が 全
すべ

ての 人
ひと

に 対
たい

して一人
ひとり

ひとり

直 接
ちょくせつ

会
あ

っ て 話
はな

し合
あ

い な がら その 場
ば

で 具体的
ぐたいてき

な

調 整
ちょうせい

を 行
おこな

わなければならないとすると、 非 常
ひじょう

に

時間
じかん

がかかることとなります。 

 ※ 例
たと

えば、横浜市
よこはまし

のサービス
さ ー び す

利用者数
りようしゃすう

は 11,730

人
にん

（ 平 成
へいせい

22年
ねん

10月
がつ

時点
じてん

）であり、大
おお

きな自治体
じ ち た い

でも運 用
うんよう

可能
かのう

な制度
せいど

とする必 要
ひつよう

があります。 

  ご 提 案
ていあん

の 支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

において、自治体
じ ち た い

担 当
たんとう

職 員
しょくいん

は 自
みずか

ら 障 害 者
しょうがいしゃ

の アセスメント
あ せ す め ん と

や

協 議
きょうぎ

・調 整
ちょうせい

を行
おこな

う 必 要 性
ひつようせい

があり、自治体
じ ち た い

で対 応
たいおう

が可能
かのう

かや、 職 員
しょくいん

の配置
はいち

、資質
ししつ

の 向 上
こうじょう

の 方 策
ほうさく

に

ついて、自治体
じ ち た い

の意見
いけん

も踏
ふ

まえた検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 
  

○ 市 町 村
しちょうそん

が設置
せっち

する 第 三 者
だいさんしゃ

機関
きかん

として、合議
ごうぎ

機関
きかん

と丌服
ふふく

申
もう

し立
た

て機関
きかん

の 二
ふた

つを設置
せっち

するとのこ

とですが、これらの関 係
かんけい

について、引
ひ

き続
つづ

き検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 
 

 



１８ 

 

４ 「施策
せ さ く

体 系
たいけい

～訪 問
ほうもん

系
けい

」部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

のうち、  

① パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

等
とう

について 
 

【総 論
そうろん

】 

第
だい

5 回
かい

部会
ぶかい

で 示
しめ

さ れ た

論 点
ろんてん

に 沿
そ

っ て 第
だい

5 回
かい

～

第
だい

7 回
かい

部会
ぶかい

で 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

が 示
しめ

し た 主
おも

な

留 意 点
りゅういてん

等
とう

 

 

 ・ 社 会
しゃかい

参加
さんか

サービス
さ ー び す

 

  （ 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

のサービス
さ ー び す

でカバ
か ば

ーする範囲
はんい

につ

いて） 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

の 社 会
しゃかい

参加
さんか

の 点
てん

から 就 労
しゅうろう

・ 就 学
しゅうがく

に 際
さい

し

ての介護
かいご

、通 勤
つうきん

・通 学
つうがく

の介護
かいご

が大
おお

きな課題
かだい

との指摘
してき

があるが、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

のサービス
さ ー び す

でどこまでカバ
か ば

ーす

ると考
かんが

えるか、その際
さい

、労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

や教 育
きょういく

行 政
ぎょうせい

との

役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

や財 源
ざいげん

をどう考
かんが

えるか。 
 

・ 義務的
ぎ む て き

経費化
け い ひ か

と国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

 

  （ サービス
さ ー び す

を 含
ふく

め た 義務的
ぎ む て き

経費化
け い ひ か

と 国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

について） 

○ 国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

は、訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

について、国
くに

の

費用
ひよう

負担
ふたん

を義務化
ぎ む か

する 一 方
いっぽう

で、 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

に 係
かかわ

る 国
くに

と地方
ちほう

自治体
じ ち た い

の 間
あいだ

の 一 定
いってい

の 役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

を 前 提
ぜんてい

に、

限
かぎ

りある国費
こくひ

を公 平
こうへい

に配 分
はいぶん

するため、市 町 村
しちょうそん

に対
たい

する精 算
せいさん

基 準
きじゅん

として定
さだ

めているものであり、介護
かいご

の

必要度
ひつようど

が 高
たか

い 者
しゃ

が 多
おお

い 市 町 村
しちょうそん

にはその 人 数
にんずう

に 応
おう

じて国庫
こっこ

負担
ふたん

を行
おこな

える仕組
し く

みとなっている。 

  したがって、仮
かり

に国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

を廃止
はいし

した場合
ばあい

に

あっては、国
くに

の厳
きび

しい財 政
ざいせい

事 情
じじょう

を考 慮
こうりょ

し、国費
こくひ

を

公 平
こうへい

に 配 分
はいぶん

する機能
きのう

をどのような 形
かたち

で 担
たん

保
ほ

するの

か、検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

である。 
 

 

部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の 報 告
ほうこく

のポイント
ぽ い ん と

 

 

 

１．重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の発 展 的
はってんてき

継 承
けいしょう

による「パ
ぱ

ー
ー

ソ
そ

ナ
な

ル
る

ア
あ

シ
し

ス
す

タ
た

ン
ん

ス
す

制度
せいど

」の確 立
かくりつ

 

○「パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

制度
せいど

」の確 立
かくりつ

に向
む

けて、 

現 行
げんこう

の 重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

を 改 革
かいかく

し、 充 実
じゅうじつ

発 展
はってん

させ

る。 



１９ 

 

○ 対 象 者
たいしょうしゃ

は「 重 度
じゅうど

の肢体
したい

丌自由者
ふじゆうしゃ

」に 限 定
げんてい

され

るべきではない。 

○ パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

とは、①利用者
りようしゃ

の主 導
しゅどう

 

（含
ふく

む・支援
しえん

を受
う

けての主 導
しゅどう

）、②個別
こべつ

の関 係 性
かんけいせい

、 

③ 包 拢 性
ほうかつせい

と 継 続 性
けいぞくせい

を 前 提
ぜんてい

とする 生 活
せいかつ

支援
しえん

であ

る。 

○ 重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の利用
りよう

に 関
かん

する利用
りよう

範囲
はんい

の 制 限
せいげん

をなくし、支 給 量
しきゅうりょう

の範囲内
はんいない

で通 勤
つうきん

・通 学
つうがく

・入 院
にゅういん

時
じ

・1日
にち

の範囲
はんい

を越
こ

える外 出
がいしゅつ

・運 転
うんてん

介 助
かいじょ

にも利用
りよう

できるようにすべきである。 
 

４．見守
みまも

りや安 心
あんしん

確保
かくほ

も含
ふく

めた人 的
じんてき

サポート
さ ぽ ー と

の必
ひつ

要
よう

性
せい

 

○  現 行
げんこう

の 重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

を知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

や 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

にも拡 大
かくだい

する際
さい

には、家事
か じ

援 助
えんじょ

・身 体
しんたい

介護
かいご

・移動
いどう

支援的
しえんてき

対 応
たいおう

だけでなく、金 銭
きんせん

やサービス
さ ー び す

利用
りよう

の支
し

援
えん

、さらには、見守
みまも

りも 含
ふく

めた利用者
りようしゃ

の

精 神 的
せいしんてき

安 定
あんてい

のための 配 慮
はいりょ

や 適 切
てきせつ

な 対 応
たいおう

等
とう

が

提
てい

供
きょう

される便宜
べんぎ

の 内 容
ないよう

として位置
い ち

づけられるべき

である。 
 

６．シームレス
し ー む れ す

な支援
しえん

と他
た

分野
ぶんや

との役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

・財 源
ざいげん

調 整
ちょうせい

 

○ 例
たと

えば、 重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

等
とう

において 支 給 量
しきゅうりょう

の

範囲
はんい

で「 通 勤
つうきん

・勤 務 中
きんむちゅう

、通 学
つうがく

・授 業 中
じゅぎょうちゅう

、通 院
つういん

・

入 院 中
にゅういんちゅう

、1日
にち

を超
こ

える外 出
がいしゅつ

、 通 年
つうねん

かつ長 期
ちょうき

にわ

たる外 出
がいしゅつ

、自動
じどう

車
しゃ

運 転 中
うんてんちゅう

」をサービス
さ ー び す

利用
りよう

の 対 象
たいしょう

に位置
い ち

づけるべきである。 

○ シームレス
し ー む れ す

な支援
しえん

を確保
かくほ

するために、 障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

納付
のうふ

金
きん

や 介護
かいご

保険
ほけん

、 教 育
きょういく

な ど 関 連
かんれん

分野
ぶんや

の

財 源
ざいげん

を調 整
ちょうせい

する仕組
し く

みの検 討
けんとう

が 必 要
ひつよう

である。 
 

Ⅲ おわりに 

○ 24時間
じかん

の支援
しえん

を 含
ふく

む 長 時 間
ちょうじかん

利用者
りようしゃ

の 市 町 村
しちょうそん
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負担
ふたん

の 低 減
ていげん

のための 財 政
ざいせい

調 整
ちょうせい

、 国
くに

・都道府県
とどうふけん

の

財 政
ざいせい

責 任
せきにん

強 化
きょうか

と国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

廃止
は い し

も含
ふく

めた見直
みなお

し 
 

厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

の主
おも

なコ
こ

メ
め

ン
ん

ト
と

 

 

 

○ パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

において、通 勤
つうきん

や通 学
つうがく

、

入 院
にゅういん

時
とき

等
とう

も 含
ふく

めたシームレス
し ー む れ す

な支援
しえん

を 行
おこな

えるよう

にすべきであり、そのための 財 源
ざいげん

を確保
かくほ

するために

障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

納付
のうふ

金
きん

や介護
かいご

保険
ほけん

、 教 育
きょういく

などの 関 連
かんれん

分野
ぶんや

の 財 源
ざいげん

を 調 整
ちょうせい

する仕組
し く

みの 検 討
けんとう

が 必 要
ひつよう

との

ことですが、まず、事業者
じぎょうしゃ

や学 校
がっこう

による合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の議論
ぎろん

も踏
ふ

まえた 上
うえ

で、それぞれの場面
ばめん

において 誰
だれ

がどこまで責 任
せきにん

を 有
ゆう

するのか、それを踏
ふ

まえて、ど

の分野
ぶんや

の施策
せ さ く

においてどのような 対 応
たいおう

を行
おこな

うべきな

のかを議論
ぎろん

する必 要
ひつよう

があると考
かんが

えられます。 

  

○ また、 対 象
たいしょう

となる 障 害
しょうがい

の範囲
はんい

の 拡
かく

大
だい

や、見守
みまも

り

を 含
ふく

めた 精 神 的
せいしんてき

安 定
あんてい

のための支援
しえん

については、

障 害 者
しょうがいしゃ

一人
ひとり

ひとりに介護
かいご

職 員
しょくいん

（ヘルパ
へ る ぱ

ー）が常 時
じょうじ

付
つ

き添
そ

うということになれば、非 常
ひじょう

に多額
たがく

の財 源
ざいげん

及
およ

び

人 材
じんざい

が 必 要
ひつよう

となるため、 国 民
こくみん

の理解
りかい

を得
え

ながら

検 討
けんとう

する 必 要
ひつよう

があります。 財 源
ざいげん

や 人 材
じんざい

の 制 約
せいやく

を

踏
ふ

まえ、また、制度
せいど

に係
かかわ

る費用
ひよう

を負担
ふたん

する国 民
こくみん

の理解
りかい

を得
え

るためにも、一人
ひとり

で地域
ちいき

で 生 活
せいかつ

を営
いとな

めるような

自立
じりつ

訓 練
くんれん

や 困
こま

ったときに 対 応
たいおう

してくれる 相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の 充 実
じゅうじつ

といった 他
ほか

の 代 替
だいたい

手 段
しゅだん

の 活 用
かつよう

など、

様 々
さまざま

な地域
ちいき

資源
しげん

の 活 用
かつよう

により 総 合 的
そうごうてき

に 対 応
たいおう

する

ことについても検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 

 

○ 国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

については、訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

につい

て、 国
くに

の費用
ひよう

負担
ふたん

を義務化
ぎ む か

することで 財 源
ざいげん

の裏付
うらづ

け

を 強 化
きょうか

す る 一 方
いっぽう

で 、 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

に 係
かかわ

る 国
くに

と 地方
ちほう

自治体
じ ち た い

の 間
あいだ

の 一 定
いってい

の 役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

を 前 提
ぜんてい

に、 限
かぎ

りあ

る国費
こくひ

を公 平
こうへい

に配 分
はいぶん

するため、市 町 村
しちょうそん

に対
たい

する 



２１ 

 

  精 算
せいさん

基 準
きじゅん

として定
さだ

めているものであり、介護
かいご

の 必
ひつ

要
よう

度
ど

が高
たか

い者
しゃ

が多
おお

い市 町 村
しちょうそん

にはその人 数
にんずう

に応
おう

じ

て国庫
こっこ

負担
ふたん

を行
おこな

える仕組
し く

みとなっています。国
くに

の厳
きび

しい財 政
ざいせい

事 情
じじょう

を考 慮
こうりょ

し、国費
こくひ

を 公 平
こうへい

に配 分
はいぶん

する

機能
きのう

については、今後
こんご

とも必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 
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【各 論
かくろん

】 

報 告
ほうこく

の該 当
がいとう

箇所
かしょ

 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の主
おも

なコメント
こ め ん と

 

１． 重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の 発
はっ

展
てん

的
てき

継 承
けいしょう

による「パ
ぱ

ー
ー

ソ
そ

ナ
な

ル
る

ア
あ

シ
し

ス
す

タ
た

ン
ん

ス
す

制度
せいど

」 

３）パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

の 基本
きほん

条 件
じょうけん

と 利用
りよう

制 限
せいげん

の撤 廃
てっぱい

 

○ パ
ぱ

ー
ー

ソ
そ

ナ
な

ル
る

ア
あ

シ
し

ス
す

タ
た

ン
ん

ス
す

とは、 

 ①利用者
りようしゃ

の主 導
しゅどう

、 

 ②個別
こべつ

の関 係 性
かんけいせい

、 

 ③包 拢 性
ほうかつせい

と継 続 性
けいぞくせい

 

  を 前 提
ぜんてい

と す る 生 活
せいかつ

支援
しえん

である。 

○ 「利用者
りようしゃ

主 体
しゅたい

のサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

組織
そしき

」が、「意思
い し

決 定
けってい

機関
きかん

及
およ

び実施
じっし

機関
きかん

の 責 任 者
せきにんしゃ

が 障 害 者
しょうがいしゃ

であ

ること」かつ「意思
い し

決 定
けってい

機関
きかん

の構 成 員
こうせいいん

の過半数
かはんすう

が

障 害 者
しょうがいしゃ

であること」 等
とう

を 要 件
ようけん

とするサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

組織
そしき

のことであるとすると、「 新 成 長
しんせいちょう

戦 略
せんりゃく

実 現
じつげん

2011」（平 成
へいせい

23年
ねん

1月
がつ

25日
にち

 閣議
かくぎ

決 定
けってい

）等
とう

で

示
しめ

された規制
きせい

改 革
かいかく

の流
なが

れの中
なか

、事 業
じぎょう

の実施
じっし

主 体
しゅたい

や実施
じっし

の 条 件
じょうけん

等
とう

を 制 限
せいげん

する 新
あら

たな 参 入
さんにゅう

規制
きせい

を

設
もう

けることとなり、非 常
ひじょう

に厳
きび

しい説 明
せつめい

責 任
せきにん

が課
か

せられます。 

したがって、そのような規制
きせい

の是非
ぜ ひ

や、より規制
きせい

の 度合
ど あ

い の 低
ひく

い 代 替
だいたい

措置
そ ち

の 有無
う む

、 現
げん

に 多様
たよう

な

主 体
しゅたい

が 重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

を実施
じっし

している 実 態
じったい

など

も踏
ふ

まえた検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 

 

１． 重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の 発
はっ

展
てん

的
てき

継
けい

承
しょう

による「パ
ぱ

ー
ー

ソ
そ

ナ
な

ル
る

ア
あ

シ
し

ス
す

タ
た

ン
ん

ス
す

制度
せいど

」 

３）パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

の 基本
きほん

条 件
じょうけん

と 利用
りよう

制 限
せいげん

の撤 廃
てっぱい

 

 ○  パーソナルアシスタ
ぱ ー そ な る あ し す た

ン
ん

ス
す

の 確 立
かくりつ

に当
あ

たって

は 、 重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の

利用
りよう

に 関
かん

す る 制 限
せいげん

を

無
な

くし、通 勤
つうきん

や通 学
つうがく

、

入 院
にゅういん

時
とき

等
とう

にも利用
りよう

で

きるようにすべき 

 

○  パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

に お い て 、 通 勤
つうきん

や

通 学
つうがく

、 入 院
にゅういん

時
じ

等
とう

も 含
ふく

めたシームレス
し ー む れ す

な支援
しえん

を 行
おこな

えるようにすべきであり、そのための 財 源
ざいげん

を確保
かくほ

するために 障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

納付
のうふ

金
きん

や介護
かいご

保険
ほけん

、 教 育
きょういく

な ど の 関 連
かんれん

分野
ぶんや

の 財 源
ざいげん

を 調 整
ちょうせい

す る 仕組
し く

み の

検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

とのことですが、まず、事業者
じぎょうしゃ

や学 校
がっこう

による合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の議論
ぎろん

も踏
ふ

まえた上
うえ

で、それぞ

れの場面
ばめん

における 対 応
たいおう

について 誰
だれ

がどこまで

責 任
せきにん

を持
も

つのか、それを踏
ふ

まえて、 労 働
ろうどう

施策
せ さ く

や

教 育
きょういく

施策
せ さ く

なども含
ふく

め、どの分野
ぶんや

の施策
せ さ く

においてど

のような 対 応
たいおう

を 行
おこな

うべきなのかを議論
ぎろん

する 必 要
ひつよう

があると考
かんが

えられます。 

 

○ また、「施策
せ さ く

体 系
たいけい

～地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の見直
みなお

し

と自治体
じ ち た い

の 役 割
やくわり

」部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の 報 告 書
ほうこくしょ

にお

いては、「教 育
きょういく

・雇用
こよう

などの場面
ばめん

での移動
いどう

支援
しえん

は、
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当 該
とうがい

分野
ぶんや

の 法 律
ほうりつ

で 保 障
ほしょう

することも 求
もと

められる。」

「今後
こんご

検 討
けんとう

の 上
うえ

で立法化
りっぽうか

が予定
よてい

されている差別
さべつ

禁止法
きんしほう

の中
なか

で、合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

とは何
なに

か、を定
さだ

めた 上
うえ

で、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の中
なか

でカバ
か ば

ーできない（福祉
ふくし

以外
いがい

の

立 法
りっぽう

がカバ
か ば

ーすべき）部分
ぶぶん

について規定
きてい

すべきであ

る。」とされており、整理
せいり

が必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 

 

１ ． 重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の

発 展 的
はってんてき

継 承
けいしょう

による「パ
ぱ

ー
ー

ソ
そ

ナ
な

ル
る

ア
あ

シ
し

ス
す

タ
た

ン
ん

ス
す

制度
せいど

」 

２）対 象 者
たいしょうしゃ

の拡 大
かくだい

 

 ・「重 度
じゅうど

の肢体
したい

丌自由者
ふじゆうしゃ

」

に限 定
げんてい

しない 

 ・児童
じどう

についても介護
かいご

に欠
か

ける場合
ばあい

などには 対 象
たいしょう

とする 

 

３．現 行
げんこう

の居 宅
きょたく

介護
かいご

（身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

）、並
なら

びに

行 動
こうどう

援護
えんご

の改 善
かいぜん

 

 

４．見守
みまも

りや 安 心
あんしん

確保
かくほ

も 含
ふく

め た 人 的
じんてき

サポート
さ ぽ ー と

の

必 要 性
ひつようせい

 

○ 対 象
たいしょう

となる障 害
しょうがい

の範囲
はんい

の拡大
かくだい

や、「家電
かでん

の敀 障
こしょう

時
じ

や大家
おおや

さんに 謝
あやま

る場合
ばあい

等
とう

に介護
かいご

職 員
しょくいん

が 側
そば

にい

るといないで大分
だいぶ

違
ちが

う」といった見守
みまも

りを 含
ふく

めた

精 神 的
せいしんてき

安 定
あんてい

のための支援
しえん

については、 障 害 者
しょうがいしゃ

一人
ひとり

ひとりに介護
かいご

職 員
しょくいん

（ヘルパ
へ る ぱ

ー）が常 時
じょうじ

付
つ

き添
そ

うということになれば、 非 常
ひじょう

に多額
たがく

の 財 源
ざいげん

及
およ

び

人 材
じんざい

が 必 要
ひつよう

となるため、 国 民
こくみん

の理解
りかい

を得
え

ながら

検 討
けんとう

する 必 要
ひつよう

があります。 財 源
ざいげん

や 人 材
じんざい

の 制 約
せいやく

を踏
ふ

まえ、また、制度
せいど

に係
かかわ

る費用
ひよう

を負担
ふたん

する国 民
こくみん

の

理解
りかい

を得
え

るためにも、一人
ひとり

で地域
ちいき

で生 活
せいかつ

を営
いとな

める

ような自立
じりつ

訓 練
くんれん

や 困
こま

ったときに 対 応
たいおう

してくれる

相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の 充 実
じゅうじつ

といった他
ほか

の 代 替
だいたい

手 段
しゅだん

の

活 用
かつよう

など、様 々
さまざま

な地域
ちいき

資源
しげん

の活 用
かつよう

により総 合 的
そうごうてき

に 対 応
たいおう

することについても 検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

と考
かんが

えら

れます。 

 

○ 児童
じどう

については、保育所
ほいくじょ

における障 害 児
しょうがいじ

保育
ほいく

や

特 別
とくべつ

支援
しえん

学 校
がっこう

、放課後
ほ う か ご

支援
しえん

、短期
たんき

入 所
にゅうしょ

など、様 々
さまざま

なサービス
さ ー び す

がある中
なか

で、パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

が

必 要
ひつよう

となる 条 件
じょうけん

について 更
さら

に 検 討
けんとう

が 必 要
ひつよう

と 考
かんが

えられます。 

 

７．パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

と資格
しかく

等
とう

のあり方
かた

 

 ・入
い

り 口
ぐち

を 幅 広
はばひろ

く取
と

り、

ＯＪＴを基本
きほん

とする 

○ パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

をはじめとしたサ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

に 従 事
じゅうじ

する介護
かいご

職 員
しょくいん

の資格
しかく

等
とう

のあり 方
かた

につい

ては、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

体 系
たいけい

全 体
ぜんたい

の中
なか

で、それぞれの

サービス
さ ー び す

に 従 事
じゅうじ

する 者
しゃ

に 求
もと

められる資質
ししつ

につい
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て 整 合 性
せいごうせい

がとれるような 形
かたち

で 検 討
けんとう

する 必 要
ひつよう

が

あると考
かんが

えられます。 

 

Ⅲ おわりに 

① 24時間
じかん

の支援
しえん

を 含
ふく

む

長 時 間
ちょうじかん

利用者
りようしゃ

の

市 町 村
しちょうそん

負担
ふたん

の 低 減
ていげん

の

ための 財 政
ざいせい

調 整
ちょうせい

、国
くに

・

都道府県
とどうふけん

の 財 政
ざいせい

責 任
せきにん

強 化
きょうか

と 国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

廃止
は い し

も含
ふく

めた見直
みなお

し 

 

○ 国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

は、訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

について、国
くに

の費用
ひよう

負担
ふたん

を義務化
ぎ む か

する一 方
いっぽう

で、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

に係
かかわ

る

国
くに

と地方
ちほう

自治体
じ ち た い

の 間
あいだ

の 一 定
いってい

の 役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

を 前 提
ぜんてい

に 、 限
かぎ

り あ る 国費
こくひ

を 公 平
こうへい

に 配 分
はいぶん

す る た め 、

市 町 村
しちょうそん

に 対
たい

する 精 算
せいさん

基 準
きじゅん

として 定
さだ

めているも

のであり、介護
かいご

の必要度
ひつようど

が 高
たか

い 者
しゃ

が 多
おお

い 市 町 村
しちょうそん

にはその 人 数
にんずう

に 応
おう

じて国庫
こっこ

負担
ふたん

を 行
おこな

える仕組
し く

み

となっています。 国
くに

の 厳
きび

しい 財 政
ざいせい

事 情
じじょう

を 考 慮
こうりょ

し、国費
こくひ

を公 平
こうへい

に配 分
はいぶん

する機能
きのう

については、今後
こんご

も必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 
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４ 「施策
せ さ く

体 系
たいけい

～訪 問
ほうもん

系
けい

」部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

のうち、  

② 移動
いどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

について 
 

【総 論
そうろん

】 

第
だい

5 回
かい

部会
ぶかい

で 示
しめ

さ れ た

論 点
ろんてん

に 沿
そ

っ て 第
だい

5 回
かい

～

第
だい

7 回
かい

部会
ぶかい

で 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

が 示
しめ

し た 主
おも

な

留 意 点
りゅういてん

 

 

 

 ・ 支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

のあり方
かた

について 

  （個別
こべつ

給 付
きゅうふ

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の区分
くぶん

につい

て） 

○ 義務的
ぎ む て き

経費
けいひ

の 対 象
たいしょう

となる個別
こべつ

給 付
きゅうふ

のサービス
さ ー び す

に

係
かかわ

る主
おも

なメリット
め り っ と

 

 ・ 人 員
じんいん

、設備
せつび

及
およ

び 運 営
うんえい

に 関
かん

する 全 国
ぜんこく

一 律
いちりつ

の

基 準
きじゅん

等
とう

を 設
もう

けることから、 全 国
ぜんこく

どこで 提 供
ていきょう

され

るサービス
さ ー び す

であっても一 定
いってい

の質
しつ

が確保
かくほ

される。 

・ サービス
さ ー び す

の 内 容
ないよう

が均 一
きんいつ

となり、サービス
さ ー び す

に係
かかわ

る

費
ひ

用
よう

が 一 定
いってい

となることから、 国
くに

等
とう

がその費用
ひよう

の

一部
いちぶ

を義務的
ぎ む て き

経費
けいひ

として負担
ふたん

することが可能
かのう

とな

る。 
 

○  裁 量 的
さいりょうてき

経費
けいひ

の 対 象
たいしょう

と な る 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

（補助
ほじょ

事 業
じぎょう

）のサービス
さ ー び す

に係
かかわ

る主
おも

なメリット
め り っ と

 

 ・ 人 員
じんいん

、設備
せつび

及
およ

び 運 営
うんえい

に 関
かん

する 全 国
ぜんこく

一 律
いちりつ

の

基 準
きじゅん

等
とう

を 設
もう

けないことから、地方
ちほう

自治体
じ ち た い

が地域
ちいき

の

実 情
じつじょう

等
とう

に 応
おう

じて 柔 軟
じゅうなん

にサービス
さ ー び す

を 提
てい

供
きょう

しやすく

なる。（地域
ちいき

でサービス
さ ー び す

の 内 容
ないよう

や 提 供
ていきょう

方 法
ほうほう

などの

工夫
くふう

が可能
かのう

） 

 ・ 複 数
ふくすう

の利用者
りようしゃ

に 対 応
たいおう

する事 業
じぎょう

や利用者
りようしゃ

個人
こじん

に

着 目
ちゃくもく

しない 事 業
じぎょう

など、個人
こじん

に 給 付
きゅうふ

を 行
おこな

う仕組
し く

み

（個 別 給
こべつきゅう

付
ふ

）に馴染
な じ

まない事 業
じぎょう

を実施
じっし

することが

できる。 
 

 

部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の 報 告
ほうこく

のポイント
ぽ い ん と

 

○ 視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

・児
じ

のみならず他
ほか

の障 害 者
しょうがいしゃ

・児
じ

の移動
いどう

支援
しえん

も基本的
きほんてき

に個別
こべつ

給 付
きゅうふ

として、国
くに

の財 政
ざいせい

責 任
せきにん

を
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 明 確
めいかく

にすべきである。 
 

○ 個別
こべつ

給付化
きゅうふか

を行
おこな

うに当
あ

たっては、「他
ほか

の者
もの

と 平 等
びょうどう

」

な参加
さんか

ができるよう、 対 象 者
たいしょうしゃ

・利用
りよう

目 的
もくてき

（ 通 所
つうしょ

や

通 学
つうがく

や 入 院
にゅういん

・ 入 所 者
にゅうしょしゃ

等
とう

の 外 出
がいしゅつ

を 含
ふく

む）・ 支 給
しきゅう

決 定 量
けっていりょう

や方 法
ほうほう

・ヘルパ
へ る ぱ

ー研 修
けんしゅう

等
とう

、先 進 的
せんしんてき

な自治体
じ ち た い

の取
と

り組
く

みをふまえて 柔 軟
じゅうなん

にできるようにすべきで

ある。 
 

○ 当 面
とうめん

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の 中
なか

の移動
いどう

支援
しえん

部分
ぶぶん

の

み別
べつ

枠
わく

で、国
くに

1/2・都道府県
とどうふけん

1/4 の補助
ほじょ

金
きん

精 算
せいさん

とい

う仕組
し く

みにする等
とう

、国
くに

・都道府県
とどうふけん

の財 政
ざいせい

支援
しえん

を 強 化
きょうか

すべきである。 
 

○ 車
くるま

を 使
つか

っての移動
いどう

介護
かいご

は丌可欠
ふ か け つ

な場合
ばあい

があり、

報 酬
ほうしゅう

の対 象
たいしょう

とする。 
 

厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の 主
おも

な

コメント
こ め ん と

 

 

 

○ 移動
いどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

については、 一 対
いちたい

複 数
ふくすう

で 行
おこな

う移動
いどう

支援
しえん

や バス
ば す

な ど を 利用
りよう

し た 移動
いどう

支援
しえん

な ど 様 々
さまざま

な

形 態
けいたい

の移動
いどう

支援
しえん

がある 中
なか

で、 全 国
ぜんこく

一 律
いちりつ

の 基 準
きじゅん

で

行
おこな

う個別
こべつ

給 付
きゅうふ

、あるいは地域
ちいき

で 柔 軟
じゅうなん

に 行
おこな

うことが

できる地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

とするのかを、 必 要
ひつよう

とな

る 財 源
ざいげん

や 人 材
じんざい

の確保
かくほ

の 観 点
かんてん

なども 念 頭
ねんとう

に入
い

れつ

つ、 国 民
こくみん

の理解
りかい

を得
え

ながら 検 討
けんとう

する 必 要
ひつよう

があると

考
かんが

えられます。 

  移動
いどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

を 個別
こべつ

給 付
きゅうふ

に位
い

置
ち

づ け た場合
ばあい

、

人 員
じんいん

、設備
せつび

及
およ

び 運 営
うんえい

に 関
かん

する 一 律
いちりつ

の 基 準
きじゅん

が課
か

せ

られることになるため、 柔 軟
じゅうなん

な仕組
し く

みというのは難
むずか

しいと考
かんが

えられます。したがって、義務的
ぎ む て き

経費
けいひ

となる

個別
こべつ

給 付
きゅうふ

とすべ きものと 裁 量 的
さいりょうてき

経費
けいひ

となる 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

で実施
じっし

すべきものについて、 更
さら

に

検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

と考えられます。 
 

○ また、通 勤
つうきん

や通 学
つうがく

などの利用
りよう

目 的
もくてき

を対 象
たいしょう

とする

ことについては、事業者
じぎょうしゃ

や学 校
がっこう

による合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の 
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  議論
ぎろん

も踏
ふ

まえた 上
うえ

で、それぞれの場面
ばめん

において 誰
だれ

が

どこまで責 任
せきにん

を 有
ゆう

するのか、それを踏
ふ

まえて、どの

分野
ぶんや

の施策
せ さ く

においてどのような 対 応
たいおう

を行
おこな

うべきなの

かを議論
ぎろん

する必 要
ひつよう

があると考
かんが

えられます。 
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５ 「施策
せ さ く

体 系
たいけい

～ 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

と GH・CH、住
す

まい 方
かた

支援
しえん

」部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

について 

 

【総 論
そうろん

】 

第
だい

5 回
かい

部会
ぶかい

で 示
しめ

さ れ た

論 点
ろんてん

に 沿
そ

っ て 第
だい

5 回
かい

～

第
だい

7 回
かい

部会
ぶかい

で 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

が 示
しめ

し た 主
おも

な

留 意 点
りゅういてん

 

 

 ・ 支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

のあり方
かた

について 

  （介護
かいご

給付費
きゅうふひ

と訓 練
くんれん

等
とう

給 付
きゅうふ

の区分
くぶん

について） 

○ 介護
かいご

給付費
きゅうふひ

の 支 給
しきゅう

決 定
けってい

に当
あ

たっては、障 害 者
しょうがいしゃ

の

介護
かいご

の必要度
ひつようど

を 明
あき

らかにするため、 障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

を

認 定
にんてい

することとしている。 

一 方
いっぽう

、訓 練
くんれん

等
とう

給 付
きゅうふ

に係
かかわ

るサービス
さ ー び す

については、

障 害 者
しょうがいしゃ

の 介護
かいご

の 必要度
ひつようど

と 、 サービス
さ ー び す

の 必 要 性
ひつようせい

が

直 接
ちょくせつ

は関 係
かんけい

しないことから、障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

の認 定
にんてい

は必 要
ひつよう

としないこととしている。 

 

 

部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の 報 告
ほうこく

のポイント
ぽ い ん と

 

 

 

１． 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

 

○ 標 準
ひょうじゅん

利用
りよう

期限
きげん

の 設 定
せってい

は、個々人
こ こ じ ん

の 状 況
じょうきょう

に 応
おう

じた

ものとするべき。 

○ 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

サービス
さ ー び す

は、従 来
じゅうらい

の創 作
そうさく

・趣味
しゅみ

活 動
かつどう

、

自立
じりつ

訓 練
くんれん

、生 産
せいさん

活 動
かつどう

とともに、居場所
い ば し ょ

の 提 供
ていきょう

など

も含
ふく

み広
ひろ

くとらえることが必 要
ひつよう

。支援
しえん

体 系
たいけい

は、例
たと

え

ば、デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ー（ 仮 称
かしょう

）とし、そ

こで個別
こべつ

のニーズ
に ー ず

に応
おう

じたプログラム
ぷ ろ ぐ ら む

を 提 供
ていきょう

する、

よりシンプル
し ん ぷ る

な体 系
たいけい

にすることが必 要
ひつよう

。一 方
いっぽう

、個別
こべつ

の ニーズ
に ー ず

に 応
おう

じ た プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

の 提 供
ていきょう

を 一 定
いってい

水 準 保 障
すいじゅんほしょう

する 職 員
しょくいん

の配置
はいち

等
とう

を確保
かくほ

するための

基 準
きじゅん

と 計 画
けいかく

行 政
ぎょうせい

の 観 点
かんてん

か ら 一 定
いってい

の 事 業
じぎょう

体 系
たいけい

（サービス
さ ー び す

体 系
たいけい

）の設 定
せってい

も考 慮
こうりょ

。 

 

２．グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

 

○  グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ ケアホーム
け あ ほ ー む

の 区分
くぶん

に つ い て 、

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

に一本化
いっぽんか

することが妥当
だとう

。 定 員
ていいん

規模
き ぼ

は家庭的
かていてき

な 環 境
かんきょう

として４～５ 人
にん

の規模
き ぼ

を 原 則
げんそく

とす

ることが必 要
ひつよう

。 
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 ○ グル
ぐ る

ープホ
ぷ ほ

ーム
む

等
とう

で提 供
ていきょう

する 標 準 的
ひょうじゅんてき

サービス
さ ー び す

と

一人
ひとり

ひとりが 必 要
ひつよう

に 応
おう

じて利用
りよう

するサービス
さ ー び す

との

関 係
かんけい

を 検 討
けんとう

・ 整理
せいり

し 、 居 宅
きょたく

介護
かいご

等
とう

の 訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

の 活 用
かつよう

を 含
ふく

めた 生 活
せいかつ

支援
しえん

体 制
たいせい

を確保
かくほ

す

ることが必 要
ひつよう

。 

 

厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の 主
おも

な

コメント
こ め ん と

 

 

 

１．日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

 

○ 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

系
けい

のサービス
さ ー び す

体 系
たいけい

のあり 方
かた

について

は、 障 害 者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

や 社 会
しゃかい

参加
さんか

に向
む

けて、 単
たん

なる

居場所
い ば し ょ

ではなく、必 要
ひつよう

な方
かた

に必 要
ひつよう

な支援
しえん

ができるよ

う、 目 的
もくてき

に 応
おう

じて 必 要
ひつよう

な 人 員
じんいん

を配置
はいち

できるような

事 業
じぎょう

体 系
たいけい

とする必 要
ひつよう

があると考
かんが

えられます。 

 

○ 訓 練
くんれん

系
けい

の事 業
じぎょう

は、効果的
こうかてき

・効 率 的
こうりつてき

に訓 練
くんれん

を実施
じっし

するために、 人 員
じんいん

配置
はいち

や 報 酬
ほうしゅう

を 厚
あつ

くした 上
うえ

で、

一 定
いってい

の利用
りよう

期間
きかん

（ 標 準
ひょうじゅん

利用
りよう

期間
きかん

）を 設 定
せってい

している

ものであり、 訓 練
くんれん

の趣旨
しゅし

や 報 酬
ほうしゅう

との 関 係
かんけい

も 含
ふく

め

検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 

 

２．グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

 

○  グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ ケアホーム
け あ ほ ー む

に つ い て 、 軽度
けいど

の

障 害 者
しょうがいしゃ

から 重 度
じゅうど

の 障 害 者
しょうがいしゃ

まで 一 緒
いっしょ

に利用
りよう

できる

ようにした場合
ばあい

の 生 活
せいかつ

支援
しえん

体 制
たいせい

のあり 方
かた

（ 人 員
じんいん

配置
はいち

基 準
きじゅん

等
とう

）や、外部
がいぶ

サービス
さ ー び す

との関 係
かんけい

について、

更
さら

に検 討
けんとう

・整理
せいり

が必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 
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【各 論
かくろん

】 

報 告
ほうこく

の該 当
がいとう

箇所
かしょ

 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の主
おも

なコメント
こ め ん と

 

１． 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

 

・ デ
で

イ
い

ア
あ

ク
く

テ
て

ィ
ぃ

ビ
び

テ
て

ィ
ぃ

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー（仮
か

称
しょう

）とし、

シンプル
し ん ぷ る

な 体 系
たいけい

にする

ことが必 要
ひつよう

。 

・ 居場所
い ば し ょ

（たまり場
ば

）の

提 供
ていきょう

などが必 要
ひつよう

。 

・  医 療 的
いりょうてき

ニーズ
に ー ず

へ の

対 応
たいおう

と し て 看護師
か ん ご し

を

手厚
てあつ

く配置
はいち

する。 

○ 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

のサービス
さ ー び す

事 業
じぎょう

のあり 方
かた

について

は、 障 害 者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

や 社 会
しゃかい

参加
さんか

に向
む

けて、 単
たん

なる

居場所
い ば し ょ

ではなく、必 要
ひつよう

な方
かた

に必 要
ひつよう

な支援
しえん

ができる

よう、 目 的
もくてき

に 応
おう

じて 必 要
ひつよう

な 人 員
じんいん

を配置
はいち

できるよ

うな 事 業
じぎょう

体 系
たいけい

とする 必 要
ひつよう

があると 考
かんが

えられま

す。 

 

○ 訓 練
くんれん

系
けい

の 事 業
じぎょう

は、効果的
こうかてき

・ 効 率 的
こうりつてき

に 訓 練
くんれん

を

実施
じっし

するために、 人 員
じんいん

配置
はいち

や 報 酬
ほうしゅう

を 厚
あつ

くした 上
うえ

で、 一 定
いってい

の利用
りよう

期間
きかん

（ 標 準
ひょうじゅん

利用
りよう

期間
きかん

）を 設 定
せってい

し

ているものであり、 訓 練
くんれん

の趣旨
しゅし

や 報 酬
ほうしゅう

との 関 係
かんけい

も含
ふく

め検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 

 

○ 居場所
い ば し ょ

（たまり場
ば

）の提 供
ていきょう

については、地域
ちいき

の

特 性
とくせい

や 利用者
りようしゃ

の 状 況
じょうきょう

に 応
おう

じ た 柔 軟
じゅうなん

な 事 業
じぎょう

を

実施
じっし

できる地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

として地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーで実施
じっし

されていますが、個別
こべつ

給 付
きゅうふ

と

することについては、その必 要 性
ひつようせい

や、全 国
ぜんこく

一 律
いちりつ

の

人 員
じんいん

、設備
せつび

や運 営
うんえい

に関
かん

する基 準
きじゅん

を 設
もう

けることが

必 要
ひつよう

となることを踏
ふ

まえ 検 討
けんとう

することが 必 要
ひつよう

と

考
かんが

えられます。 

 

○  医 療
いりょう

ニーズ
に ー ず

への対 応
たいおう

については、看護師
か ん ご し

の確保
かくほ

の観 点
かんてん

も踏
ふ

まえ、訪 問
ほうもん

看護
かんご

との連 携
れんけい

により対 応
たいおう

していくことなども 考
かんが

えていく 必 要
ひつよう

があると 考
かんが

えられます。 

 

２．グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケ
け

ア
あ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

 

・ グ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

に 一
いっ

本
ぽん

化
か

。 

○ グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

について、軽度
けいど

の

障 害 者
しょうがいしゃ

から 重 度
じゅうど

の 障 害 者
しょうがいしゃ

まで 一 緒
いっしょ

に利用
りよう

でき

る よ う に し た 場合
ばあい

の 生 活
せいかつ

支援
しえん

体 制
たいせい

の あ り 方
かた

（人 員
じんいん

配置
はいち

基 準
きじゅん

等
とう

）や、外部
がいぶ

サービス
さ ー び す

との関 係
かんけい

に
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・ 居 宅
きょたく

介護
かいご

等
とう

の 訪 問
ほうもん

系
けい

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

の 活 用
かつよう

を

含
ふく

めた 生 活
せいかつ

支援
しえん

体 制
たいせい

を 確
かく

保
ほ

す る こ と が

必要。
ひ つ よ う

 

 

ついて、更
さら

に検 討
けんとう

・整理
せいり

が必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 
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６  「施策
せ さ く

体 系
たいけい

～地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の見直
みなお

しと自治体
じちたい

の 役 割
やくわり

」部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

について  
 

【総 論
そうろん

】 

第
だい

5 回
かい

部会
ぶかい

で 示
しめ

さ れ た

論 点
ろんてん

に 沿
そ

っ て 第
だい

5 回
かい

～

第
だい

7 回
かい

部会
ぶかい

で 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

が 示
しめ

し た 主
おも

な

留 意 点
りゅういてん

 

 

 ・ 支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

のあり方
かた

 

  （個別
こべつ

給 付
きゅうふ

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の区分
くぶん

につい

て） 

○ 義務的
ぎ む て き

経費
けいひ

の 対 象
たいしょう

となる個別
こべつ

給 付
きゅうふ

のサービス
さ ー び す

に

係
かかわ

る主
おも

なメリット
め り っ と

 

 ・ 人 員
じんいん

、設備
せつび

及
およ

び 運 営
うんえい

に 関
かん

する 全 国
ぜんこく

一 律
いちりつ

の

基 準
きじゅん

等
とう

を 設
もう

けることから、 全 国
ぜんこく

どこで提 供
ていきょう

され

るサービス
さ ー び す

であっても一 定
いってい

の質
しつ

が確保
かくほ

される。 

 ・ サービス
さ ー び す

の内 容
ないよう

が均 一
きんいつ

となり、サービス
さ ー び す

に係
かかわ

る

費
ひ

用
よう

が 一 定
いってい

となることから、 国
くに

等
とう

がその費用
ひよう

の

一部
いちぶ

を義務的
ぎ む て き

経費
けいひ

として負担
ふたん

することが可能
かのう

とな

る。 
 

○  裁 量 的
さいりょうてき

経費
けいひ

の 対 象
たいしょう

と な る 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

（補助
ほじょ

事 業
じぎょう

）のサービス
さ ー び す

に係
かかわ

る主
おも

なメリット
め り っ と

 

 ・ 人 員
じんいん

、設備
せつび

及
およ

び 運 営
うんえい

に 関
かん

する 全 国
ぜんこく

一 律
いちりつ

の

基 準
きじゅん

等
とう

を 設
もう

けないことから、地方
ちほう

自治体
じ ち た い

が地域
ちいき

の

実 情
じつじょう

等
とう

に 応
おう

じて 柔 軟
じゅうなん

にサービス
さ ー び す

を提 供
ていきょう

しやすく

なる。（地域
ちいき

でサービス
さ ー び す

の 内 容
ないよう

や提 供
ていきょう

方 法
ほうほう

などの

工夫
くふう

が可能
かのう

） 

 ・ 複 数
ふくすう

の利用者
りようしゃ

に 対 応
たいおう

する事 業
じぎょう

や利用者
りようしゃ

個人
こじん

に

着 目
ちゃくもく

しない 事 業
じぎょう

など、個人
こじん

に 給 付
きゅうふ

を 行
おこな

う仕組
し く

み

（個 別 給
こべつきゅう

付
ふ

）に馴染
な じ

まない事 業
じぎょう

を実施
じっし

することが

できる。 
 

 

部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の 報 告
ほうこく

のポイント
ぽ い ん と

 

 

○  地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

は 、 で き る だ け 自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

・義務的
ぎ む て き

経費化
け い ひ か

し、自治体
じ ち た い

の裁 量
さいりょう

として残
のこ

す 方
ほう

が良
よ

いものは残
のこ

すという方 向
ほうこう

にする。 
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厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の 主
おも

な

コメント
こ め ん と

 

 

 

○ 全 国
ぜんこく

一 律
いちりつ

の基 準
きじゅん

で義務的
ぎ む て き

経費
けいひ

により実施
じっし

する自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

給
きゅう

付
ふ

、地域
ちいき

の 実 情
じつじょう

等
とう

に応
おう

じて補助
ほじょ

金
きん

により

柔 軟
じゅうなん

に実施
じっし

する地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

のそれぞれのメ
め

リ
り

ッ
っ

ト
と

を踏
ふ

まえて、サービス
さ ー び す

毎
ごと

に検 討
けんとう

される必 要
ひつよう

が

あると考
かんが

えます。 
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【各 論
かくろん

】 

報 告
ほうこく

の該 当
がいとう

箇所
かしょ

 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の主
おも

なコメント
こ め ん と

 

１．コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

の確 立
かくりつ

について 

・義務的
ぎ む て き

経費
けいひ

で 無 料
むりょう

とす

る 
 

２．移動
いどう

支援
しえん

の自立
じりつ

支援
しえん

給付化
きゅうふか

（個別
こべつ

給付化
きゅうふか

）に

ついて 

・自立
じりつ

支援
しえん

給付化
きゅうふか

が求
もと

め

られる 
 

６．補装具
ほ そ う ぐ

と日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

のあり方
かた

について 

・ 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

給 付
きゅうふ

等
とう

事 業
じぎょう

は補
ほ

装具
そうぐ

と 同 様
どうよう

に

個別
こべつ

給 付
きゅうふ

自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

とすべきである。 

 

○ コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

事 業
じぎょう

については、行 事
ぎょうじ

や会議
かいぎ

など 複 数
ふくすう

の利用者
りようしゃ

がいる場合
ばあい

にも 柔 軟 性
じゅうなんせい

のある支援
しえん

を 行
おこな

うため、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

とし

て実施
じっし

しています。 
 

○ 移動
いどう

支援
しえん

については、 重 度
じゅうど

の 障 害 者
しょうがいしゃ

に 対
たい

して

は自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

の 対 象
たいしょう

とする 一 方
いっぽう

、 複 数
ふくすう

の 者
しゃ

の 移動
いどう

の 同時
どうじ

支援
しえん

や 、 車 両
しゃりょう

を 用
もち

い た 支援
しえん

な ど

柔 軟 性
じゅうなんせい

のある支援
しえん

を 行
おこな

うため、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

として実施
じっし

しています。 
 

○ 身 体
しんたい

の 欠 損
けっそん

又
また

は 損
そこ

なわれた 身 体
しんたい

機能
きのう

を補完
ほかん

等
とう

するものを自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

である補
ほ

装具費
そ う ぐ ひ

とし

て 支 給
しきゅう

する 一 方
いっぽう

、 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

給 付
きゅうふ

等
とう

事 業
じぎょう

は 、 障 害 者
しょうがいしゃ

の 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

の 便宜
べんぎ

を 図
はか

る こ と を

目 的
もくてき

としていることから、個々
こ こ

の利用者
りようしゃ

の 状 況
じょうきょう

に 応
おう

じて 柔 軟
じゅうなん

な 取 扱
とりあつか

いができるよう地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

として実施
じっし

しています。 
 

○ 以 上
いじょう

のように、それぞれのサービス
さ ー び す

の自立
じりつ

支援
しえん

給付化
きゅうふか

に当
あ

たっては、自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

のそれぞれのメリット
め り っ と

を踏
ふ

まえて、検 討
けんとう

される必 要
ひつよう

があると考
かんが

えます。 
 

５．福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

及
およ

び 居 住
きょじゅう

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

ト
と

について 

・ 福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

に つ い て は

自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

とすると

ともに、公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

等
とう

の

活 用
かつよう

を 含
ふく

め 、 居 住
きょじゅう

の

確保
かくほ

の点
てん

から整理
せいり

。 
 

○ 福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

は、住 居
じゅうきょ

の確保
かくほ

を主
しゅ

たる目 的
もくてき

として

おり、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

の目 的
もくてき

と異
こと

な

ることから、福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

のあり 方
かた

については、

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ ケアホーム
け あ ほ ー む

等
とう

の 住
す

ま い 方
かた

支援
しえん

全 体
ぜんたい

の 中
なか

で 検 討
けんとう

する 必 要
ひつよう

があると 考
かんが

えられま

す。 
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７ 「医 療
いりょう

」合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

について 
 

【総 論
そうろん

】 

障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

改 正
かいせい

に当
あ

たって 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

が 第
だい

28 回
かい

推 進
すいしん

会議
かいぎ

に 示
しめ

して

いた主
おも

な留 意 点
りゅういてん

等
とう

 

 

 ・ 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

に係
かかわ

る地域
ちいき

移行
いこう

の促 進
そくしん

と医 療
いりょう

における適 正
てきせい

手 続
てつづき

の確保
かくほ

 

○ 現 在
げんざい

も、 医 療
いりょう

の 必 要 性
ひつようせい

や 法
ほう

に 基
もと

づく 適 正
てきせい

な

手 続
てつづき

により入 院
にゅういん

医 療
いりょう

が行
おこな

われているところ。 
 

 ・ 健 康
けんこう

、 医 療
いりょう

及
およ

び 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

に 係
かかわ

る地域
ちいき

移行
いこう

の促 進
そくしん

と医 療
いりょう

における適 正
てきせい

手 続
てつづき

の確保
かくほ

 

○ 精 神
せいしん

医 療
いりょう

のあり方
かた

については、現 在
げんざい

、「障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の 推 進
すいしん

のための基本的
きほんてき

な 方 向
ほうこう

について」

（平 成
へいせい

２２年
ねん

６月
がつ

２９日
にち

閣議
かくぎ

決 定
けってい

）を踏
ふ

まえ、「新
あら

たな地域
ちいき

精 神
せいしん

保健
ほけん

医 療
いりょう

体 制
たいせい

の 構 築
こうちく

に向
む

けた 検 討
けんとう

チーム
ち ー む

」において検 討
けんとう

を開始
かいし

したところ 
 

 

合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の 報 告
ほうこく

のポイント
ぽ い ん と

 

 

 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

改 正
かいせい

について、いわゆる「社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

」の 解 消
かいしょう

、 医 療
いりょう

保護
ほ ご

入 院
にゅういん

に 係
かかわ

る同意
どうい

を 含
ふく

む

「保護者
ほ ご し ゃ

制度
せいど

」の解 消
かいしょう

、適 正
てきせい

手 続
てつづき

の確保
かくほ

、精 神
せいしん

医 療
いりょう

の 質
しつ

の 向 上
こうじょう

、 一 般
いっぱん

医 療
いりょう

における 問 題 点
もんだいてん

の 解 消
かいしょう

に

ついて、根 拠
こんきょ

となる規定
きてい

を設
もう

けること。 
 

○ 精 神
せいしん

医 療
いりょう

の 法
ほう

体 系
たいけい

のあり 方
かた

については、 一 般
いっぱん

医 療
いりょう

と区別
くべつ

せずに 適 正
てきせい

手 続 法
てつづきほう

を 設
もう

けるべきとの

意見
いけん

と、精 神
せいしん

医 療
いりょう

に特化
とっか

した法 律
ほうりつ

を存置
そんち

すべきとの

意見
いけん

。 
 

○  精 神
せいしん

病 院
びょういん

における 認 知 症
にんちしょう

患 者
かんじゃ

については、

削 減
さくげん

した精 神
せいしん

病 床
びょうしょう

を認 知 症
にんちしょう

患 者
かんじゃ

に 転 換
てんかん

すること

を 認
みと

めるべきでないとの意見
いけん

と、精神科医
せいしんかい

は 専 門 的
せんもんてき

観 点
かんてん

から対 応
たいおう

すべきとの意見
いけん

。 
 

厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の 主
おも

な

コメント
こ め ん と

 

○ 現 在
げんざい

、 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

において、 障
しょう

がい 者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

の第
だい

１次
じ

意見
いけん

を受
う

けた平 成
へいせい

２２年
ねん

６ 
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 月
がつ

２９ 日
にち

の閣議
かくぎ

決 定
けってい

に 基
もと

づいて、 社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

の

解 消
かいしょう

については平 成
へいせい

２３年 内
ねんない

に、強 制
きょうせい

入 院
にゅういん

等
とう

のあ

り 方
かた

等
とう

については 平 成
へいせい

２４ 年 内
ねんない

を目途
め ど

に 結 論
けつろん

を得
え

るべく検 討
けんとう

を進
すす

めています。 

 

○  具体的
ぐたいてき

に は 、 厚 生
こうせい

労 働
ろうどう

省 内
しょうない

に 設
もう

け ら れ た

関 係 者
かんけいしゃ

等
とう

から 構 成
こうせい

される「 新
あら

たな地域
ちいき

精 神
せいしん

保健
ほけん

医 療
いりょう

体 制
たいせい

の構 築
こうちく

に向
む

けた検 討
けんとう

チーム
ち ー む

」において、 

① 平 成
へいせい

２２年
ねん

９月
がつ

から１２月
がつ

にかけて、社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

の 観 点
かんてん

も 含
ふく

め、 認 知 症
にんちしょう

と精神科
せいしんか

医 療
いりょう

につ

いて議論
ぎろん

を行
おこな

い、１２月
がつ

２２日
にち

に中 間
ちゅうかん

とりまとめ

を行
おこな

ったところであり、今後
こんご

、 中 間
ちゅうかん

とりまとめの

具体化
ぐ た い か

を目指
め ざ

して 検 討
けんとう

を 進
すす

めることとしていま

す。 

② 平 成
へいせい

２２ 年
ねん

１０ 月
がつ

からは、保護者
ほ ご し ゃ

制度
せいど

・ 入 院
にゅういん

制度
せいど

について議論
ぎろん

を開始
かいし

したところであり、今後
こんご

、

保護者
ほ ご し ゃ

制度
せいど

について 平 成
へいせい

２３ 年
ねん

夏
なつ

を目途
め ど

に 検 討
けんとう

を 行
おこな

い、その後
ご

、 入 院
にゅういん

制度
せいど

のあり 方
かた

についても

検 討
けんとう

を 進
すす

めて、 全 体
ぜんたい

について 平 成
へいせい

２４ 年 内
ねんない

を

目途
め ど

に結 論
けつろん

を得
え

ることを目指
め ざ

しています。 
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【各 論
かくろん

】 

報 告
ほうこく

の該 当
がいとう

箇所
かしょ

 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の主
おも

なコメント
こ め ん と

 

はじめに 

・精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の非自発的
ひじはつてき

な 入 院
にゅういん

や 身 体
しんたい

拘 束
こうそく

が、

「 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉法
ふくしほう

」、

「 医 療
いりょう

観 察 法
かんさつほう

」 等
とう

で

法 的
ほうてき

に規定
きてい

されている

こと 等
とう

が、 人 権
じんけん

保護上
ほごじょう

問 題
もんだい

があるのでは 

 

○ 現 行
げんこう

の 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉法
ふくしほう

等
とう

においては、指定医
し て い い

による 診 察
しんさつ

や 入 院
にゅういん

措置
そ ち

等
とう

についての 本 人
ほんにん

への

書 面
しょめん

告知
こくち

、入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

の病 状
びょうじょう

等
とう

に関
かん

する定期的
ていきてき

な

報 告
ほうこく

や 患 者
かんじゃ

本 人
ほんにん

等
とう

か ら の 退 院
たいいん

請 求
せいきゅう

・ 処 遇
しょぐう

改 善
かいぜん

請 求
せいきゅう

について 第 三 者
だいさんしゃ

機関
きかん

である 精 神
せいしん

医 療
いりょう

審査会
しんさかい

による審査
しんさ

を義務
ぎ む

づけるなど、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の人 権
じんけん

確保
かくほ

に配 慮
はいりょ

した規定
きてい

を設
もう

けています。 

 

１  障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

改 正
かいせい

に

関 連
かんれん

して 

(1)  い わ ゆ る 「 社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

」 を 解 消
かいしょう

し 、 自立
じりつ

（ 自律
じりつ

） し た 生 活
せいかつ

及
およ

び

地域
ちいき

社 会
しゃかい

へ の 包 摂
ほうせつ

の た

め の 施策
せ さ く

の 根 拠
こんきょ

と な る

規定
きてい

を設
もう

けること。 

 ・ 精 神
せいしん

病 床
びょうしょう

の 削 減
さくげん

を

前 提
ぜんてい

 

 

○ 病 床 数
びょうしょうすう

の 削 減
さくげん

を 行
おこな

うとすれば、アウトリーチ
あ う と り ー ち

（訪 問
ほうもん

支援
しえん

）体 制
たいせい

の推 進
すいしん

や急 性 期
きゅうせいき

精神科
せいしんか

救 急
きゅうきゅう

医 療
いりょう

などの地域
ちいき

精神科
せいしんか

医 療
いりょう

体 制
たいせい

の 構 築
こうちく

に 関
かん

す

る施策
せ さ く

や、福祉
ふくし

や住
す

まいの場
ば

の確保
かくほ

などの地域
ちいき

の受
う

け 皿
ざら

の 構 築
こうちく

に 関
かん

する施策
せ さ く

が 必 要
ひつよう

であり、これら

の施策
せ さ く

について 併
あわ

せて 検 討
けんとう

を 進
すす

めていくことが

必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 

１  障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

改 正
かいせい

に

関 連
かんれん

して 

 (2)  医 療
いりょう

保護
ほ ご

入 院
にゅういん

に 係
かかわ

る 同意
どうい

を 含
ふく

む 「 保護者
ほ ご し ゃ

制度
せいど

」を 解 消
かいしょう

するための

根 拠
こんきょ

となる規定
きてい

を 設
もう

ける

こと。 

 ・ 医 療
いりょう

保護
ほ ご

入 院
にゅういん

に 係
かかわ

る

同意
どうい

を 含
ふく

む「保護者
ほ ご し ゃ

制
せい

度
ど

」 に つ い て 、 こ れ を

抜 本 的
ばっぽんてき

に見直
みなお

し、 例
たと

え

○ 保護者
ほ ご し ゃ

制度
せいど

については、 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の 検 討
けんとう

チーム
ち ー む

において、現 行 法
げんこうほう

創 設
そうせつ

時
じ

（ 昭 和
しょうわ

２５年
ねん

）

に設
もう

けられた保護者
ほ ご し ゃ

へ課
か

せられる義務
ぎ む

規定
きてい

が 現 在
げんざい

まで存置
そんち

されてきたことについて、それらの義務
ぎ む

規定
きてい

の存 廃
そんぱい

の可能性
かのうせい

について、詳 細
しょうさい

な検 討
けんとう

を行
おこな

っているところです。 

 

○ 医 療
いりょう

保護
ほ ご

入 院
にゅういん

は我
わ

が 国
くに

の 入 院
にゅういん

形 態
けいたい

の４割
わり

近
ちか

くを占
し

め、その数
かず

も１２万 人
まんにん

にのぼっているもの

であり、そのすべてを司法
しほう

機関
きかん

や行 政
ぎょうせい

などの公 的
こうてき

機関
きかん

で 担
にな

うことは 困 難
こんなん

であると 考
かんが

えられます。
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ば、司法
しほう

機関
きかん

や地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

等
とう

の 公 的
こうてき

機関
きかん

が

責 任
せきにん

を負
お

う制度
せいど

に 改
あらた

め

ることが必 要
ひつよう

 

 

今後
こんご

、 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の 検 討
けんとう

チーム
ち ー む

において、そも

そも 医 療
いりょう

保護
ほ ご

入 院
にゅういん

の 数
かず

をどのように減
へ

らしてい

くかも含
ふく

め、現 状
げんじょう

に照
て

らして丁 寧
ていねい

に 検 討
けんとう

してい

くことが必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 

 

１  障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

改 正
かいせい

に

関 連
かんれん

して 

 (4) 精 神
せいしん

医 療
いりょう

の 質
しつ

の 向
こう

上
じょう

に 努
つと

めることの 根 拠
こんきょ

となる規定
きてい

を設
もう

けること。 

 

○ 人 員
じんいん

配置
はいち

については、看護
かんご

職 員
しょくいん

などの 医 療
いりょう

従 事 者 数
じゅうじしゃすう

の確保
かくほ

の 状 況
じょうきょう

、地域
ちいき

医 療
いりょう

への 影 響
えいきょう

等
とう

を見極
みきわ

めながら、病 床
びょうしょう

のあり方
かた

とともに検 討
けんとう

して

いくことが必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 

 

２ - １  精 神
せいしん

医 療
いりょう

の 法
ほう

体 系
たいけい

のあり方
かた

について 

 ・ 精 神
せいしん

医 療
いりょう

は 医 療
いりょう

を受
う

け る 者
しゃ

本 人
ほんにん

の 自発的
じはつてき

意思
い し

に 基
もと

づいて 提 供
ていきょう

さ

れる（精 神
せいしん

医 療
いりょう

を一 般
いっぱん

医 療
いりょう

と区別
くべつ

しない）こと

を 法
ほう

体 系
たいけい

の基本
きほん

とした

う え で 、 や む を 得
え

ず

非自発的
ひじはつてき

入 院
にゅういん

や 行 動
こうどう

制 限
せいげん

が 行
おこな

われる場合
ばあい

に

おける 人 権
じんけん

確保
かくほ

のため

の 適 正
てきせい

な 手 続
てつづき

を 定
さだ

め

る法 律
ほうりつ

（適 正
てきせい

手 続 法
てつづきほう

）

を 設
もう

け る べ き と い う

意見
いけん

。 

 

○ 精 神
せいしん

疾 患
しっかん

に罹患
りかん

する 者
しゃ

の 数
かず

は今後
こんご

ますます

増加
ぞうか

していくことが考
かんが

えられますが、一 般
いっぱん

の医 療
いりょう

と は 異
こと

な る 配 慮
はいりょ

も 必 要
ひつよう

で あ る こ と に 留 意
りゅうい

が

必 要
ひつよう

と考
かんが

えられます。 

 

○ 現 行 法
げんこうほう

は、精神科
せいしんか

医 療
いりょう

について、指定医
し て い い

によ

る 診 察
しんさつ

や 入 院
にゅういん

措置
そ ち

等
とう

についての 本 人
ほんにん

への 書 面
しょめん

告知
こくち

、 入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

の 病 状
びょうじょう

等
とう

に 関
かん

す る 定期的
ていきてき

な

報 告
ほうこく

や 患 者
かんじゃ

本 人
ほんにん

等
とう

か ら の 退 院
たいいん

請 求
せいきゅう

・ 処 遇
しょぐう

改 善
かいぜん

請 求
せいきゅう

について第 三 者
だいさんしゃ

機関
きかん

である精 神
せいしん

医 療
いりょう

審査会
しんさかい

による審査
しんさ

を義務
ぎ む

づけているなど、 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の 人 権
じんけん

確保
かくほ

に 配 慮
はいりょ

した規定
きてい

を 設
もう

けてい

ます。 

 

○ 今後
こんご

さらに、 検 討
けんとう

チーム
ち ー む

において、 精 神
せいしん

保健
ほけん

福 祉 法 上
ふくしほうじょう

の保護者
ほ ご し ゃ

制度
せいど

・入 院
にゅういん

制度
せいど

について検 討
けんとう

してまいります。 

 

２-２  精神
せいしん

病院
びょういん

に お け る

認知症
にんちしょう

患者
かんじゃ

の受
う

け入
い

れに

ついて 

※ 削減
さくげん

し た 精神
せいしん

病床
びょうしょう

を

○ 認 知 症
にんちしょう

と精神科
せいしんか

医 療
いりょう

については、認 知 症
にんちしょう

につ

いて「社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

」の問 題
もんだい

が繰
く

り返
かえ

されること

がないようにしなければならない、という指摘
してき

があ

ることも踏
ふ

まえ、 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の 検 討
けんとう

チーム
ち ー む

にお



３９ 

 

認知症
にんちしょう

患者
かんじゃ

に 転換
てんかん

す る

ことを認
みと

めるべきでな

い と の 意見
い け ん

と 精神科医
せ い し ん か い

は 専門的
せんもんてき

観点
かんてん

か ら 対応
たいおう

すべきとの意見
い け ん

 

いて、検 討
けんとう

を 進
すす

め、平 成
へいせい

２２年
ねん

１２月
がつ

２２日
にち

に、

中 間
ちゅうかん

とりまとめを行
おこな

っています。 

 

○ 中 間
ちゅうかん

とりまとめにおいては、 

・入 院
にゅういん

を前 提
ぜんてい

と考
かんが

えるのではなく、地域
ちいき

での生 活
せいかつ

を

支
ささ

えるための精神科
せいしんか

医 療
いりょう

とする。 

・ＢＰＳＤ（徘 徊
はいかい

や大 声
おおごえ

など認 知 症
にんちしょう

の行 動
こうどう

・心理
しんり

症 状
しょうじょう

）や身 体
しんたい

疾 患
しっかん

の 合 併
がっぺい

により入 院
にゅういん

が必 要
ひつよう

と

なる場合
ばあい

には、 速
すみ

やかに 症 状
しょうじょう

の 軽 減
けいげん

を目指
め ざ

し、

退 院
たいいん

を促 進
そくしん

する。 

・症 状
しょうじょう

の面
めん

からみて退 院
たいいん

可能
かのう

と 判 断
はんだん

される患 者
かんじゃ

が

地域
ちいき

の 生 活
せいかつ

の場
ば

で暮
く

らせるようにするため、介護
かいご

保険
ほけん

サービス
さ ー び す

を含
ふく

めたシステム
し す て む

づくりを進
すす

める。 

と指摘
してき

されており、厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

としては、今後
こんご

、

この 方 針
ほうしん

に沿
そ

って取
と

り組
く

んでいくこととしていま

す。 

 

３  地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

・ 地域
ちいき

移行
いこう

に関
かん

する議論
ぎろん

の整理
せいり

 

○ 地域
ちいき

移行
いこう

（地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

システム
し す て む

、 住 居
じゅうきょ

確保
かくほ

と

して医療費
いりょうひ

扶助
ふじょ

・住 宅
じゅうたく

扶助
ふじょ

の 要 件
ようけん

緩和
かんわ

及
およ

び賃 貸
ちんたい

物 件
ぶっけん

の 公 的
こうてき

保 証 人
ほしょうにん

制度
せいど

の 確 立
かくりつ

と 運 用
うんよう

等
とう

）、

就 学
しゅうがく

支援
しえん

、就 労
しゅうろう

支援
しえん

について指摘
してき

がされています

が、これらについては、 既
すで

に 設
もう

けられている

「就 労
しゅうろう

」合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

、「障 害 児
しょうがいじ

支援
しえん

」合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

や、今後
こんご

新
あら

たに設
もう

けられる「地域
ちいき

移行
いこう

」

部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

における検 討
けんとう

も必 要
ひつよう

と考
かんが

えられ

ます。 

 

 

 


